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二
〇
〇
六
年
三
月
、
私
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
四
〇
年
代
前
半
に
お

け
る
日
本
の
英
文
学
を
研
究
対
象
と
し
た
研
究
書
『
帝
国
日
本
の
英
文
学
』

(1)

を
上
梓
し
た
が
、
次
は
一
九
四
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
日
本
の
英
米
文
学
制

度
を
問
い
直
し
て
み
た
い
と
は
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
小
説

家
ジ
ョ
ゼ
フ
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
（
小
説
『
闇
の
奥
』
や
『
ロ
ー
ド
・
ジ
ム
』
で
有
名
）

の
研
究
か
ら
出
発
し
た
私
に
は
、
「
戦
後
日
本
の
英
米
文
学
」
と
い
う
テ
ー
マ

に
手
を
染
め
る
の
で
あ
れ
ば
避
け
て
は
通
れ
ぬ
ア
メ
リ
カ
文
学
の
素
養
は
な

く
、
分
厚
く
堆
積
し
た
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
畏
怖
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

要
す
る
に
、
約
六
年
間
、
研
究
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
二
〇
一
一
年
三
月
以
降
は
言
い
訳
を
や
め
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し

て
、
一
九
四
五
年
以
降
、
日
本
で
英
米
文
学
・
文
化
・
言
語
を
学
ぶ
者
が
、

ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
っ
て
広
島
と
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
応
答
し
た
の
か
を
知
る
た
め
に
、
か
つ
て
は
英
語
英
米
文
学
・
語

学
界
の
官
報
と
も
揶
揄
さ
れ
る
だ
け
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
雑
誌
『
英
語

青
年
』

を
、
ま
ず
は
米
軍
占
領
期
の
一
九
四
五
年
八
月
か
ら
一
九
五
二
年
末

(2)

に
限
定
し
て
一
語
一
句
を
読
み
、
「
広
島
」
「
長
崎
「
原
子
爆
弾
」
と
い
っ
た

核
時
代
の
『
英
語
青
年
』

―
「
広
島
」「
長
崎
」「
原
子
爆
弾
」
関
連
記
事
リ
ス
ト

（
一
九
四
五
～
五
二
年
）

―

齋
藤

一

キ
ー
ワ
ー
ド
を
含
ん
で
い
る
日
本
語
・
英
語
記
事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と

い
う
基
礎
的
作
業
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
成
果
で
あ
る
。

こ
の
作
業
を
通
し
て
、
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
が
見
え
て
き
た
。
四
点
の

み
を
挙
げ
る
。
一
、
「
長
崎
」
関
連
記
事
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
。
二
、
戦

前
か
ら
『
英
語
青
年
』
の
編
集
に
携
わ
っ
て
き
た
英
文
学
者
の
福
原
麟
太
郎

（
広
島
県
福
山
市
出
身
）
は
、
広
島
に
頻
繁
に
帰
省
し
て
い
る
も
の
の
、
原

子
爆
弾
と
そ
の
被
害
に
つ
い
て
は
直
接
論
じ
て
い
な
い
こ
と
。
三
（
二
と
も

関
係
す
る
が
）John

H
ersey,

H
iroshim

a

が
、
広
島
大
学
を
含
む
日
本
各
地

の
大
学
で
教
科
書
と
し
て
採
用
さ
れ
（
な
か
っ
た
）
た
こ
と
。
四
、
広
島
（
文

理
科
）
大
学
関
係
者
に
よ
っ
て

E
nglish

や

U
rn

と
い
っ
た
英
語
英
文
学
関

係
雑
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
調

査
研
究
に
委
ね
た
い
。

な
お
、
こ
の
記
事
リ
ス
ト
は
、
基
本
的
に
は
私
自
身
の
研
究
の
た
め
に
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
特
に
引
用
箇
所
の
選
択
は
私
の
関
心
に
よ
る
偏

り
が
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、
私
に
は
見
え
な
い
重
要
な
問
題
系
を
本

稿
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
読
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
私

と
し
て
は
、
本
稿
が
読
者
同
士
の
有
益
な
情
報
交
換
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

凡
例

一
、
原
文
の
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
な
お
し
た
。
二
、
記
事
リ
ス
ト
の
各
項
目

は
、
記
事
番
号
、
発
行
年
月
日
と
巻
号
数
（
可
能
な
場
合
は
省
略
し
た
）
、
頁

数
（
通
頁
数
を
併
記
し
た
）
、
キ
ー
ワ
ー
ド
（
【

】
で
強
調
し
た
）
、
記
事
の
著

者
名
、
記
事
タ
イ
ト
ル
、
記
事
本
文
（
抜
粋
や
筆
者
に
よ
る
要
約
、
完
全
な
省

略
も
あ
る
）
と
な
っ
て
い
る
。
三
、
※
は
筆
者
に
よ
る
記
事
要
約
や
注
釈
を



66

意
味
す
る
。
ま
た
、
引
用
内
に
段
落
が
あ
る
場
合
は
／
を
入
れ
た
。
四
、
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
広
島
」
「
長
崎
」
「
原
子
爆
弾
」
と
し
た
が
、
筆
者
の
判
断
で

こ
れ
以
外
の
キ
ー
ワ
ー
ド
（
水
素
爆
弾
、
放
射
能
な
ど
）
を
含
ん
だ
記
事
も

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
五
、
記
事
に
よ
っ
て
は
住
所
等
の
個
人
情
報
が
明
記

さ
れ
て
い
る
が
、
適
宜
省
略
し
た
。

記
事
リ
ス
ト

一
九
四
五
年
（
八
月
以
降
）

七
月
一
日

九
一
巻
七
号

二
（
一
〇
六
）
頁

1

(3)

【H
iroshim

a
Bom

bing

】

「H
O
M
E
A
N
D
FO
R
E
IG
N
N
E
W
S
:
B
R
IT
ISH

SC
R
IB
E
S
C
H
O
K
E
D
B
Y
H
IR
O
S
H
IM
A
B
O
M
B
IN
G

」

※

“scribe”

は
新
聞
記
者
の
こ
と
。
記
事
本
文
省
略
。

同
右

十
五
（
一
一
九
）
頁

2【
広
島
】

「
片
々
録
」

、N
.R
.T

「
英
学
時
評
」

(4)

(5)

「
五
月
廿
五
日
夜
時
評
子
も
亦
旧
英
語
青
年
社
喜
安
璡
太
郎
留
守
宅
に
於
て

焼
夷
弾
の
直
撃
に
よ
り
旧
英
語
青
年
社
と
共
に
全
焼
し
た
。
（
中
略
）
東
京

帝
大
、
東
京
文
理
大
の
各
英
文
学
教
室
が
健
在
で
あ
つ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い

が
、
広
島
文
理
大
の
英
文
学
関
係
の
人
々
は
ど
う
し
た
で
あ
ら
う
か
。
今
之

を
執
筆
し
て
ゐ
る
時
迄
消
息
が
不
明
で
あ
る
。（
後
略
）
」

八
月
一
日

九
一
巻
八
号

七
頁
（
一
二
七
）
頁

3【
原
子
爆
弾

atom
ic
bom

b

】

「A
tom
ic
B
om
b

」

※
原
子
爆
弾
は
軍
関
係
者
を
も
混
乱
さ
せ
て
お
り
、
唯
一
の
方
策
は
敵
の
爆

弾
製
造
を
阻
止
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
空
軍
力
の
強
化
で
あ
る
と
い
う
英
文
記

事
。

同
右

十
五
（
一
三
五
）
頁

4【
広
島

原
子
爆
弾
】

「
片
々
録
」
、
「
学
会
消
息
」

「
（
前
略
）
広
島
文
理
科
大
学
は
原
子
爆
弾
の
被
害
に
関
し
憂
慮
さ
れ
て
い

た
が
、
此
の
程
一
部
消
息
が
わ
か
つ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
主
任
教
授
竹
中
利

一
氏
夫
妻
は
戦
災
死
さ
れ
た
。
山
本
忠
雄
教
授
は
足
部
に
負
傷
さ
れ
た
が
無

事
、
他
の

staff

は
無
事
の
由
で
あ
る
。
又
名
誉
教
授
小
日
向
定
次
郎
氏
も

無
事
で
あ
つ
た
。（
後
略
）
」

同
右

一
六
（
一
三
六
）
頁

5【
広
島

原
子
爆
弾
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
真
鍋
義
雄
氏
（
広
島
高
校
教
授
）
原
子
爆
弾
の
為
重
傷
し
た
が
生
命
に
別

状
な
し
。
」

十
月
一
日

九
一
巻
九
・
十
号

一
二
（
一
四
八
）
頁

6
【A

tom
ic
bom

b

】

「U
.S
.
P
roduction

O
f
B
-36

B
om
ber

Said
C
om
plete

」

※
新
型
爆
撃
機
Ｂ

は
航
続
距
離
が
長
い
の
で
世
界
中
に
原
子
爆
弾
を
投
下

36

で
き
る
と
い
う
英
文
記
事
。

同
右

一
八
（
一
五
四
）
頁

7【(atom
ic)
bom

bs
】

「N
ew
G
E
X
-R
ay

」

※
北
米
のG

eneral
E
lectric

社
が
開
発
し
た
装
置
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
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文
章
が
あ
る
。“T

his
m
achine,

called
a
betatron,

is
the

new
tool

for

som
e
of
the

unansw
ered

questions
about

how
to
produce

useful
pow

er

instead
of
bom

bs
from

explosive
uranium

,
plutonium

and
other

atom
s.”

同
右

二
五
（
一
六
一
）
頁

8【atom
ic
age

】

「H
U
L
L
R
E
C
E
IV
E
S
N
O
V
E
L
A
W
A
R
D
-
F
orm

er

S
ecretary

of
S
tate

W
arns

of
P
roblem

at
H
and

--

」

※
以
下
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。“M

r.
[C
ordell]

H
ull
said

he
w
as
“m
ost

gratified”
at
being

selected
for

the
prize,

but
w
arned

that
the

struggle

for
peace

m
ust
be
“intensified

and
broadened

if
the
hum

an
race

is
to
be

preserved
in
this

new
and

dangerous
atom

ic
age.”

同
右

二
八
（
一
六
四
）
頁

9【A
tom
ic

】

「F
rom

S
tars

and
Stripes:

T
H
E
A
T
O
M
A
U
T
O

」

※
記
事
本
文
省
略
。

同
右

三
〇
―
一
（
一
六
六
―
七
）
頁
）

10【
広
島

原
子
爆
弾
】

「
片
々
録
」
、
「
広
島
文
理
大
消
息
」

「
十
月
十
五
日
附
広
島
文
理
大
の
小
川
二
郎
氏
よ
り
便
り
が
あ
り
、
同
大
学

の
様
子
が
わ
か
つ
た
。
『
早
速
お
便
り
致
す
つ
も
り
で
居
ま
し
た
が
、
幸
ひ

消
失
は
免
が
れ
ま
し
た
が
、
拙
宅
は
大
破
、
打
続
く
水
害
に
身
の
置
き
所
な

く
、
而
も
原
子
爆
弾
に
よ
る
健
康
損
害
な
ど
も
あ
り
、
失
礼
致
し
ま
し
た
。

学
校
は
勿
論
戦
災
に
か
か
り
ま
し
た
が
、
図
書
は
大
部
分
疎
開
し
て
あ
り
ま

し
た
の
で
、
助
か
り
ま
し
た
。
英
語
関
係
で
は
大
学
で
は
竹
中
利
一
教
授
、

令
息
、
二
令
嬢
、
高
師
教
授
で
は
永
原
敏
夫
教
授
夫
妻
、
令
嬢
が
戦
災
死
さ

れ
ま
し
た
。
自
宅
焼
失
を
免
れ
た
者
、
大
学
で
は
木
方
、
小
川
、
高
師
で
は

神
谷
、
桝
井
で
、
他
は
全
部
焼
出
さ
れ
ま
し
た
。
死
な
な
い
も
の
で
も
、
全

部
大
小
負
傷
さ
れ
ま
し
た
。
・
・
・
小
日
向
定
次
郎
先
生
は
戦
災
水
害
後
拙

宅
に
御
夫
妻
で
同
居
中
で
あ
り
ま
す
。
負
傷
さ
れ
ま
し
た
が
、
中
々
御
元
気

で
、
家
の
修
理
や
畑
仕
事
を
小
生
に
代
り
や
つ
て
居
ら
れ
ま
す
。
大
学
は
呉

市
仁
方
町
に
仮
移
転
を
し
、
十
月
三
十
日
よ
り
大
学
も
高
師
も
開
講
の
予
定

で
す
。
』
」

一
二
月
一
日

九
一
巻
一
一
・
一
二
号

三
一
（
一
九
九
）
頁

11【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
学
校
消
息
」

「
熊
本
市
黒
髪
町
所
在
の
東
洋
語
学
専
門
学
校
は
終
戦
に
伴
ひ
熊
本
語
学
専

門
学
校
と
改
称
、
馬
来
語
部
を
廃
し
て
英
語
部
を
新
設
、
主
任
教
授
と
し
て

広
島
高
師
か
ら
丸
山
学
氏
が
赴
任
し
た
。
」

同
右

三
二
（
二
〇
〇
）
頁

12【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
丸
山
学
氏

広
島
高
師
を
辞
し
、
熊
本
語
学
専
門
学
校
教
授
と
な
る
。
熊

本
市
（
略
）
に
居
住
。
」

一
九
四
六
年

一
月
一
日

九
二
巻
一
号

二
三�

四
（
二
三�

四
）
頁

13【A
tom
ica

】
N
.
R
.
T
.

「
英
米
消
息
」

※
一
九
四
五
年
一
一
月
末
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
開
か
れ
た

サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
の
個
展
は
「
奇
抜
な
題
材
で
人
を
驚
か
し
た
」
が
、
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そ
の
中
に
「U

ranium
and

A
tom
ica.

M
elancholica

Idyll.

」
と
い
う
も
の

が
あ
っ
た
と
い
う
。

二
月
一
日

九
二
巻
二
号

二
三
（
五
五
）
頁

14【
広
島

原
子
時
代
】

N
.R
.T
.

「
米
英
消
息
」

「1945

年
度
の
特
種
記
事
。A

ssociated
P
ress

が
投
票
に
よ
つ
て
調
べ
た

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、1944
年
度
の
最
大

new
s
story

は
次
の
十
個
の
事
件

で
あ
る
。1)

原
子
時
代
（atom

ic
age

）
来
る
。
之
は
八
月
六
日
広
島
に
対
す

る
原
子
爆
弾
攻
撃
に
よ
つ
て
開
か
れ
た
。
そ
の
十
六
時
間
後
に

T
rum

an

大

統
領
は
之
を
発
表
し
た
が
、
当
時
世
間
で
は
茫
然
自
失
し
、
殆
ど
信
じ
な
い

と
い
ふ
有
様
で
あ
つ
た
。
然
し
年
末
に
か
け
て
、
原
子
の
問
題
が
之
迄
に
な

い
程
新
聞
雑
誌
で
取
り
扱
は
れ
た
の
で
あ
つ
た
。（
後
略
）
」

同
右

三
二
（
六
四
）
頁

15【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
福
原
麟
太
郎
氏

年
末
よ
り
年
始
に
か
け
て
郷
里
広
島
県
に
帰
省
。
氏
の

住
所
は
、（
略
）
。
」

三
月
一
日

九
二
巻
三
号

二
八
（
九
二
）
頁

16【
原
子
爆
弾
】

「
英
語
ク
ラ
ブ
」
、
山
屋
三
郎
「E

xplosive
U
ranium

,

Plutonium

そ
の
他
」

「
「
本
誌
第
九
十
一
巻
第
九
・
十
号
の

154

頁
に
掲
げ
ら
れ
た

“N
ew

G
E

X
-R
ay”

の
記
事
中
、“E

xplosive
uraninm

[sic],
and

other
atom

s”

と
あ

る
言
葉
に
は
何
ら
の
註
も
加
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
ア
メ

リ
カ
で
も
新
語
中
の
新
語
で
あ
つ
て
（
と
い
ふ
の
は
こ
れ
ら
の
言
葉
は
原
子
爆

弾
の
発
表
後
に
は
じ
め
て
流
布
さ
れ
は
じ
め
た
）
我
が
国
で
は
ま
だ
恐
ら
く
一

般
の
人
々
に
は
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
と
思
は
れ
る
か
ら
次
に
簡
単
に
説
明
し
よ

う
。（
後
略
）
」

同
右

三
二
（
九
六
）
頁

17【
原
子
爆
弾
】

広
告
「
時
事
英
語
研
究
三
月
号
」

※
金
生
喜
造
「
原
子
爆
弾
往
来
（
訳
注
解
説
）
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
が
分
か
る
。

四
月
一
日

九
二
巻
四
号

三
一
（
一
二
七
）
頁

18【
原
子
爆
弾
】

「
片
々
録
」
、
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ニ
ュ
ー
ス
」

「
長
い
間
我
々
か
ら
遠
ざ
か
つ
て
ゐ
た
米
国
映
画
も
二
月
二
十
八
日
の
「
キ

ュ
ー
リ
ー
夫
人
」
、
「
春
の
序
曲
」
の
封
切
り
か
ら
愈
々
本
格
的
に
な
つ
て
来

た
。
同
時
に
封
切
ら
れ
た
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ニ
ュ
ー
ス
第
百
七
十
八
号
」

は
「
一
九
四
五
年
の
回
顧
」
と
題
し
た
特
輯
で
あ
つ
た
。
こ
の
一
年
間
に
起

こ
つ
た
歴
史
的
な
大
事
件
を
一
巻
に
収
め
た
貴
重
な
記
録
で
あ
つ
た
が
そ
の

内
容
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
つ
た
。
ル
ン
ト
シ
ュ
テ
ッ
ド
攻
勢
、
米
英
軍
ノ

ル
マ
ン
デ
ィ
上
陸
、
伯
林
陥
落
、
ル
大
統
領
四
選
、
ヤ
ル
タ
会
談
、
ル
大
統

領
死
去
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
就
任
、
独
軍
無
条
件
降
伏
と
調
印
、
太
平
洋

戦
線
と
神
風
特
攻
隊
、
沖
縄
作
戦
、
原
子
爆
弾
と
日
本
の
降
伏
、
ミ
ゾ
リ
ー

艦
上
で
の
調
印
式
、
マ
ニ
ラ
の
残
虐
行
為
、
日
本
の
戦
争
犯
罪
人
、
独
逸
の

戦
争
犯
罪
人
処
刑
、
ム
ソ
リ
ー
ニ
民
衆
の
手
で
殺
害
さ
る
、
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ

ル
グ
の
国
際
裁
判
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
憲
章
。
」

五
月
一
日

九
二
巻
五
号

九
（
一
三
七
）
頁

19
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【
原
子
爆
弾
】

「G
.
B
.
S
haw

とA
.
A
.
M
ilne

」

「
今
度
はS

haw

翁
が
原
子
爆
弾
に
対
す
る
見
解
を
発
表
し
た
。
曰
く
。「
原

子
爆
弾
は
戦
争
を
儲
か
ら
な
い
も
の
（unprofitable

）
に
し
た
。
そ
れ
故
時

代
遅
れ
だ
。
誰
が
原
子
爆
弾
な
ん
か
使
ひ
た
い
と
思
ふ
も
の
か
。
」（
後
略
）
」

七
月
一
日

九
二
巻
七
号

一
七
（
二
〇
九
）
頁

20【
広
島
】

市
河
三
喜
「
沢
村
君
の
思
ひ
出
」

「
昨
年
の
七
月
七
日
甲
府
市
の
戦
災
に
沢
村
（
※
寅
二
郎
）
君
が
犠
牲
者
と

な
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
広
島
市
の
爆
撃
に
竹
中
利
一
君
が
逝
去
さ
れ
た

の
と
共
に
、
我
が
国
の
英
語
界
に
と
つ
て
大
き
な
損
失
で
あ
つ
た
。（
後
略
）
」

八
月
一
日

九
二
巻
八
号

一
五
（
二
三
九
）
頁

21【
原
子
爆
弾

A
tom

B
om
b

】

「O
peration

C
rossroads

」

「
七
月
一
日
、
太
平
洋
上
の
一
環
礁
ビ
キ
ニ
に
原
子
爆
弾
第
四
号
（A

tom

B
om
b

N
o.4

）
が
投
下
さ
れ
た
が
、
こ
の
ビ
キ
ニ
環
礁
に
於
け
る
原
子
爆
弾

の
効
力
試
験
を
米
国
で
は

“O
peration

C
rossroads”

（
実
験
十
字
路
）
と
呼

ん
で
ゐ
る
。（
後
略
）
」

同
右

二
三
―
四
（
二
四
七
―
八
）
頁

22【A
tom
ic
B
om
b

】

「H
O
M
E
A
N
D
FO
R
E
IG
N
N
E
W
S
:
A
T
O
M
IC

B
O
M
B
D
R
O
P
P
E
D
IN
H
IS
T
O
R
IC
B
IK
IN
I
T
E
ST

」

※
記
事
本
文
省
略
。

同
右

三
二
（
二
五
六
）
頁

23【
原
子
爆
弾

A
-bom

b

】

広
告
「
研
究
社
米
語
辞
典
」

※
「
（
前
略
）
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
や
雑
誌
に
ざ
ら
に
出
て
く
る
斯
う
し
た
米

語
が
本
辞
典
に
は
ふ
ん
だ
ん
に
収
め
て
あ
り
ま
す
。
何
し
ろ
掲
載
し
て
あ
る

第
一
番
目
の
語
が

A
-bom

b

（
原
子
爆
弾
）
な
の
で
す
か
ら
、
そ
の
威
力
た

る
や
全
く
空
怖
ろ
し
い
限
り
で
す
。
」

九
月
一
日

九
二
巻
九
号

三
一
（
二
八
七
）
頁

24【
広
島

原
子
爆
弾
】

「
片
々
録
」
、「
広
島
文
理
大
高
師
英
語
科
の
異
動
」

「
広
島
学
園
英
語
科
の
ス
タ
フ
も
昨
年
の
原
子
爆
弾
の
惨
劇
以
来
多
大
の
変

化
を
蒙
つ
た
。
即
ち
竹
中
利
一
（
大
学
）
、
永
原
敏
夫
（
高
師
）
の
両
犠
牲
者

を
出
し
た
外
、
門
脇
願
珠
教
授
は
す
で
に
昨
春
郷
地
福
井
県
に
引
退
せ
ら
れ
、

須
貝
清
一
氏
は
本
誌
五
月
号
に
あ
る
通
り
、
昨
秋
青
森
師
範
学
校
長
に
転
出

せ
ら
れ
、
浅
地
昇
教
授
其
後
を
襲
ふ
て
英
語
部
長
並
に
主
任
と
し
て
目
下
活

躍
中
。
最
近
に
至
つ
て
和
歌
山
商
業
か
ら
出
口
義
勇
氏
、
京
都
二
中
か
ら
吉

村
清
氏
、
元
海
軍
教
授
東
田
千
秋
氏
を
迎
へ
、
更
に
新
秋
ま
で
に
は
尚
一
、

二
新
任
者
を
加
へ
、
陣
容
を
新
た
に
し
面
目
を
一
新
し
て
大
い
に
学
界
の
た

め
貢
献
す
る
積
り
で
あ
る
。
因
に
丸
山
学
氏
は
本
年
四
月
頃
退
官
せ
ら
れ
、

目
下
熊
本
語
学
専
門
学
校
の
校
長
格
と
し
て
活
躍
中
。
又
附
中
の
宮
崎
荀
吾

氏
は
郷
里
佐
賀
師
範
に
転
出
、
最
近
河
野
喜
好
氏
は
南
方
よ
り
帰
還
、
松
本

鐘
一
氏
は
三
月
復
員
目
下
待
機
中
。
大
学
の
古
賀
哲
夫
助
手
は
病
気
療
養
中

な
る
も
他
は
夫
々
健
在
。
尚
当
分
の
中
、
大
学
文
科
は
江
田
島
津
久
茂
国
民

学
校
で
、
高
師
は
賀
茂
郡
乃
美
尾
村
元
海
軍
衛
生
学
校
跡
で
、
附
中
は
西
條

市
国
民
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
授
業
継
続
の
筈
。
（
七
月
二
十
一
日
、N

A

報
）
」

(6)

一
〇
月
一
日

九
二
巻
一
〇
号

一
六
（
三
〇
四
）
頁

25



70

【
原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
】

「
新
し
い
米
国
地
図
」

「
米
国N

ational
G
eographic

S
ociety

の
合
衆
国
新
地
図
は
戦
時
活
動
を

反
映
す
る
新
地
名
が
相
当
加
へ
ら
れ
る
と
い
ふ
が
、
例
え
ば
原
子
エ
ネ
ル
ギ

ー
研
究
で
一
躍
有
名
に
な
つ
たO

ak
R
idge

(T
en.)

とR
ichm

ond
(W
a.)

が
新

都
市
と
し
て
初
め
て
登
載
さ
れ
る
と
い
ふ
。（
後
略
）
」

同
右

三
一
（
三
一
九
）
頁

26【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
福
原
麟
太
郎
氏

八
月
中
旬
広
島
県
に
帰
省
。
」

一
一
月
一
日

九
二
巻
一
一
号

一
五
―
六
（
三
三
五
―
六
）
頁

27【
原
子
爆
弾
】

Y
.
F.

「

米
英
消
息
」
、
「N

ational
W
ar
C
ollege

」

(7)

※
「
米
国
の
地
理
的
位
置
が
い
ざ
と
な
つ
て
も
常
に
多
少
の
時
間
的
有
余
を

米
国
に
与
へ
て
ゐ
た
。
と
こ
ろ
が
原
子
爆
弾
を
は
じ
め
兵
器
一
般
に
革
命
的

変
化
の
現
れ
た
現
在
、
も
は
や
米
国
も
こ
の
特
恵
に
晏
如
と
し
て
ゐ
ら
れ
な

く
な
つ
た
」
た
め
、
「
今
度
新
た
にW
ashington

N
ational

W
ar
C
ollege

と

い
ふ
の
が
設
立
さ
れ
た
」
と
い
う
記
事
。

同
右

二
八
（
三
四
八
）
頁

28【
原
子
爆
弾

A
-bom

b

】

S
.K
.

「
湖
畔
通
信
」

(8)

「
（
前
略
）
七
月
に
は
（
※
高
部
義
信
が
）
「
研
究
社
米
語
辞
典
」
を
英
学
界

に
提
供
し
た
の
で
あ
つ
た
。（
中
略
）
先
づ

A

の
部
を
見
る
と
、
一
番
初
め

に
、A

-bom
b

原
子
爆
弾
（<

atom
ic-bom

b

）
が
チ
ヤ
ン
ト
出
て
居
る
！
こ

れ
は
新
た
に
補
足
し
た
語
で
、
ど
の
辞
典
に
も
な
い
の
で
あ
る
。
（
後
略
）
」

同
右

二
九
（
三
四
九
）
頁

29【
広
島
】

「
片
々
録
」
、R

.F
.

「
英
学
時
評
」

(9)

「
（
前
略
）
戦
災
の
損
害
を
最
も
ひ
ど
く
受
け
た
の
は
広
島
文
理
大
で
あ
る
。

主
任
教
授
を
失
ひ
、
蔵
書
の
大
半
以
上
を
焼
失
し
た
と
い
ふ
。
教
授
に
は
幸

ひ
木
方
博
士
は
じ
め
山
本
、
小
川
の
諸
氏
が
あ
つ
て
跡
を
埋
め
る
に
十
分
で

あ
ら
う
け
れ
ど
も
図
書
の
喪
失
に
至
つ
て
は
急
に
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
。

も
と
小
日
向
教
授
の
室
に
あ
つ
た
バ
ラ
ッ
ド
関
係
の
貴
重
書
蒐
集
が
疎
開
し

て
あ
つ
て
難
を
逃
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
何
よ
り
で
あ
つ
た
。
営
々
復
興
を
望

む
。（
後
略
）
」

同
右

三
一
（
三
五
一
）
頁

30【
広
島
】

「
各
大
学
英
文
科
講
義
題
目

広
島
文
理
大
」

※
英
国
劇
史
、
中
世
英
語
、
文
学
概
論
、C

haucer:
T
he
C
anterbury

T
ales

講
読
、
以
上
木
方
庸
助
が
担
当
、
各
週
二
時
間
。
英
文
法
講
義
、
言
語
学
講

義
、
以
上
山
本
忠
雄
担
当
、
各
週
二
時
間
。
英
文
学
通
史
、T

ennyson:
In

M
em
oriam

講
読
、D

.
G
.
R
osetti:

P
oem

s

講
読
、
以
上
小
川
二
郎
担
当
、

各
週
二
時
間
。

一
二
月
一
日

九
二
巻
一
二
号

一
一
（
三
六
三
）
頁

31【
原
子
爆
弾
】

「N
eptunium

isotope
237

」

「
（
前
略
）
「
但
し
こ
の
物
質
の
大
量
生
産
は
前
二
者
（
※

U
ranium

235

と

plutonium
）
以
上
に
困
難
で
あ
り
、
原
子
爆
弾
製
造
用
に
は
使
用
出
来
な
い

と
い
ふ
。（
後
略
）
」

同
右

三
一
（
三
八
三
）
頁

32
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【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息

「
宇
津
木
騮
太
郎
氏

摂
南
工
専
に
出
講
。
七
月
末
よ
り
九
州
の
令
兄
や
令

嬢
の
と
こ
ろ
に
赴
き
九
月
上
旬
豊
中
の
自
宅
に
帰
つ
た
。
そ
の
途
次
広
島
で

は
佐
伯
好
郎
博
士
を
訪
ね
た
。
」

一
九
四
七
年

一
月
一
日

九
三
巻
一
号

六
三
（
六
三
）
頁

33【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
南
山
外
国
語
専
門
学
校
開
設
」

※
英
語
科
の
教
授
陣
の
中
に
「
河
合
茂
（
元
広
島
高
師
教
授
）
」
の
名
前
が
あ

る
。

同
右

六
四
（
六
四
）
頁

34【
長
崎

原
子
爆
弾
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
江
副
秀
喜
氏

一
昨
年
の
長
崎
に
於
け
る
原
子
爆
弾
に
は
全
家
無
事
。
昨

秋
海
星
中
学
を
辞
し
て
長
崎
水
上
警
察
署
に
通
訳
と
勤
務
。
」

三
月
一
日

九
三
巻
二
号

二
一�

二
（
八
五�

六
）
頁

35

(10)

【
原
子
爆
弾

H
iroshim

a

】

F
.H
.R
.

「
米
英
消
息
」
、
「
昨
年
の
米
国
出

(11)

版
界
」
「
原
子
学
者
の
警
告
」

「
（
前
略
）
原
子
爆
弾
の
恐
怖
は
出
版
界
を
も
蔽
ひ
、
原
子
学
者
達
の
合
作

に
な
るO

ne
W
orld

or
N
one

が
出
た
。
「
原
子
爆
弾
に
対
す
る
防
御
は
不

可
能
な
り
」
と
い
ふ
命
題
の
証
明
に
終
わ
つ
た
こ
の
本
は
一
時
世
を
騒
が
せ

た
。John

H
ersey

のH
iroshim

a

は
貴
重
な
現
地
報
告
で
あ
つ
た
。
科
学
書

で
は
爆
弾
に
対
す
るW

illiam
L
aurence

のD
aw
n
O
ver

Z
ero

（
中
略
）
等

が
そ
の
方
面
で
は

top

に
位
す
る
と
い
ふ
。（
中
略
）
／

A
lbert

E
instein

、

H
arload

C
.
U
rey

、L
eo
S
zilard

、H
ans

A
.
B
ethe

な
ど
を
初
め
と
し
て
米

国
に
居
る
錚
々
た
る
原
子
学
者
九
名
を
以
て
構
成
さ
れ
る
原
子
科
学
者
緊
急

委
員
会
（E
m
ergency

C
om
m
ittee

of
A
tom
ic
S
cientists

）
は
原
子
時
代
に
対

処
し
て
人
類
に
対
し
次
の
六
ヶ
條
の
警
告
を
発
し
た
。
即
ち(1)

原
子
爆
弾

は
今
日
に
於
て
は
経
費
も
少
な
く
且
つ
大
量
に
生
産
さ
れ
得
る
。
破
壊
力
も

一
層
大
に
な
る
で
あ
ら
う
。(2)

原
子
爆
弾
に
対
す
る
軍
事
的
防
御
手
段
は

現
在
一
つ
も
な
く
、
将
来
も
期
待
で
き
な
い
。(3)

米
国
以
外
の
国
家
も
独

力
で
原
子
爆
弾
製
造
の
秘
密
行
程
を
発
見
し
得
る
。(4)

原
子
戦
に
対
す
る

戦
備
を
し
た
と
こ
ろ
で
無
駄
で
あ
り
、
而
も
尚
且
こ
の
戦
備
を
行
は
う
と
す

る
な
ら
ば
我
々
の
社
会
秩
序
の
機
構
は
破
壊
す
る
他
な
い
。(5)

若
し
今
後

戦
争
が
勃
発
す
る
や
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
原
子
爆
弾
の
使
用
は
避
け
難
く
、

人
類
文
明
の
崩
壊
は
必
然
で
あ
る
。(6)

こ
の
問
題
の
解
決
策
と
し
て
は
原

子
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
国
際
管
理
と
、
か
く
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
遂
に
戦
争
を
根

絶
す
る
以
外
に
は
な
い
。
」

四
月
一
日

九
三
巻
三
号

三
一
（
一
二
七
）
頁

36【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
桜
井
役
氏

広
島
女
子
高
等
師
範
学
校
長
に
補
せ
ら
る
。
」

同
右

三
一
（
一
二
七
）
頁

37【
広
島
】

「
昭
和
二
十
一
年
度
各
大
学
英
文
科
卒
業
生
論
文
題
目
（
広
島

文
理
大
）
」

※O
n
Irene

of
T
he
F
orsyte

Saga

（
加
藤
清
一
）
、A

S
tudy

on
P
hrases

and

Idiom
s
from

T
he
A
dventure

of
O
liver

T
w
ist

（
黒
瀬
保
）
、M

atthew
A
rnold
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as
a
C
ritic

（
齋
藤
正
一
）

五
月
一
日

九
三
巻
四
号

二
六
（
一
五
四
）
頁

38【A
-B
om
b

】

「
読
者
ク
ラ
ブ
」
、
大
場
正
史
「
米
語
二
三
」

「
（
前
略
）
尚O

SR
D

はO
ffice

of
Scientific

R
esearch

and
D
efense

が
省

略
さ
れ
た
や
う
に
い
は
れ
る
が
、
私
の
扱
つ
た
原
子
力
関
係
の
資
料
で
は

O
ffice

of
S
cientific

R
esearch

and
D
evelopm

ent

（
因
に
こ
れ
は
ブ
ッ
シ
ュ

博
士
のA

-B
om
b

研
究
に
よ
つ
て
一
躍
有
名
に
な
つ
た
機
関
で
、
ま
たdevelop

は

一
つ
の

idea

か
ら
具
象
的
な
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
を
意
味
す
る
）
と
の
み
あ

り
、
寡
聞
の
為
か
未
だ
前
者
が
別
に
存
在
す
る
か
知
ら
な
い
。（
後
略
）
」

同
右

三
〇
（
一
五
八
）
頁

39【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
愛
知
県
中
等
英
語
科
教
員
の
結
束
」

※
「
愛
知
県
中
等
学
校
英
語
科
教
職
員
会
」
の
設
立
委
員
と
し
て
「
一
宮
高

女
長
」
の
「
加
藤
清
（
広
島
高
師
英
語
科
出
身
）
」
の
名
前
が
あ
る
。

同
右

三
一
（
一
五
九
）
頁

40【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
福
原
麟
太
郎
氏

三
月
二
十
一
日
よ
り
四
月
十
日
ま
で
郷
里
広
島
県
へ
帰

省
」
、
「
古
川
善
四
郎
氏

広
島
県
福
山
誠
之
館
中
学
を
辞
す
」
、
「
東
田
千

秋
氏

二
月
八
日
附
広
島
高
等
師
範
学
校
教
授
に
補
せ
ら
る
。
住
所
（
略
）
」
、

「
小
山
東
一
氏

広
島
師
範
学
校
に
任
ぜ
ら
る
」
、
「
佐
伯
好
郎
博
士

広
島

市
外
二
十
日
市
に
疎
開
中
で
あ
る
が
、
今
度
二
十
日
市
町
長
に
公
選
さ
れ
た
。

又
博
士
は
広
島
ア
テ
ニ
ヤ
ム
協
会
長
で
毎
週
講
演
す
る
」
。

六
月
一
日

九
三
巻
五
号

三
一
（
一
九
一
）
頁

41【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
広
島
文
理
大
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
祭
」

「
四
月
二
十
三
日
広
島
文
理
大
はShakespeare

祭
を
下
記
の
通
り
催
し
た
。

1.

英
国
に
於
け
る
沙
翁
祭
に
就
い
て

木
方
庸
助

2.
M
acbeth

に
現
れ
た

罪
悪
に
つ
い
て

出
口
義
勇

3.
S
hakespeare

M
usic

（
学
生
コ
ー
ラ
ス
）
」

七
月
一
日

九
三
巻
六
号

三
一
（
二
二
三
）
頁

42【
広
島
】

「
各
大
学
英
文
科
講
義
題
目
（
広
島
文
理
大
）
」

※
演
劇
起
源
論
、
文
学
概
論
、M

arlow
e:
D
octor

F
austus

講
読
、S

helley:

A
D
efence

of
P
oetry

講
読
、C

haucer:
C
anterbury

Tales

講
読
、
以
上
木

方
庸
助
担
当
、
各
講
義
週
二
時
間
。
言
語
学
概
論
、
英
文
法
講
義
、

Shakespeare:
K
ing

L
ear

講
読
、
以
上
山
本
忠
雄
担
当
、
各
講
義
週
二
時
間
。

英
文
学
通
史
（
本
年
はM

ilton

よ
り
）
、W

ordsw
orth:

The
P
relude

講
読
、

K
eats:

E
ndym

ion

講
読
、E

m
erson:

T
he
A
m
erican

Scholar

他
、
小
川
二

郎
担
当
、
各
講
義
週
二
時
間
。

九
月
一
日

九
三
巻
八
号

三
一
（
二
八
七
）
頁

43【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
ア
メ
リ
カ
か
ら
教
科
書
」

「
我
が
国
教
科
書
作
成
の
参
考
資
料
と
し
て
、
こ
の
程
ア
メ
リ
カ
か
ら
各
部

門
に
わ
た
る
総
数

4023

冊
の
教
科
書
と
参
考
書
が
マ
司
令
部
を
通
じ
て
文

部
省
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
は
最
近
米
国
で
発
行
さ
れ
た
も
の
の
中
、
米
国

の
専
門
家
た
ち
が
最
良
の
も
の
と
し
て
厳
選
し
た
も
の
で
（
中
略
）
全
国
の

設
置
場
所
は
、
札
幌
市
（
北
大
）
仙
台
市
（
東
北
大
）
東
京
都
（
東
京
文
理
大
、

第
二
師
範
女
子
部
）
名
古
屋
市
（
市
立
教
育
研
究
所
）
金
沢
市
（
金
沢
高
師
）

京
都
市
（
京
大
）
大
阪
市
（
大
阪
第
一
師
範
）
広
島
市
（
広
島
文
理
大
）
丸
亀
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市
（
香
川
師
範
）
福
岡
市
（
九
大
）
で
あ
る
。
な
ほ
こ
の
寄
贈
は
今
後
も
引

き
続
き
計
画
さ
れ
て
ゐ
る
。
」

同
右

三
一
（
二
八
七
）
頁

44【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
福
原
麟
太
郎
氏

八
月
四
日
離
京
高
松
市
の
講
演
会
に
赴
き
、
中
旬
ま
で

広
島
県
に
帰
省
。
」

一
〇
月
一
日

九
三
巻
九
号

二
九
（
三
一
七
）
頁

45【
広
島
】

S
.
K
.

「
湖
畔
便
り
」

「
四
月
の
全
国
市
町
村
長
選
挙
で
広
島
市
外
二
十
日
市
町
長
に
当
選
し
た
佐

伯
好
郎
博
士
は
博
士
町
長
と
新
聞
に
も
書
き
立
て
ら
れ
た
。（
後
略
）
」

※
佐
伯
の
経
歴
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

同
右

三
〇
（
三
一
八
）
頁

46【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
日
本
英
文
学
会
地
方
大
会
開
催
予
告
」

「
西
部
大
会
は
来
る
十
一
月
上
旬
（
二
・
三
日
の
予
定
）
広
島
市
東
千
田
町

広
島
文
理
科
大
学
に
於
て
開
催
さ
れ
る
。
（
後
略
）
（
日
本
英
文
学
会
広
告
）
」

同
右

三
一
（
三
一
九
）
頁

47【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
福
原
麟
太
郎
氏

高
松
で
の
講
演
及
び
広
島
県
帰
省
取
止
。
」

一
〇
月
一
五
日

九
三
巻
一
〇
号

二
三
（
三
四
三
）
頁

48【
原
子
爆
弾
】

F
.
H
.
R
.

「
米
英
消
息
」
、
「
声
帯
撮
影
」

※
「
ア
メ
リ
カ
のB
ell
T
elephone

S
ystem

の
研
究
所
で
は
活
動
し
て
い
る

声
帯
を
写
真
に
と
る
こ
と
に
成
功
し
」
た
が
、
そ
の
カ
メ
ラ
は
「B

ikini

の

原
子
爆
弾
実
験
の
際
に
使
用
さ
れ
た
カ
メ
ラ
と
同
種
の
も
の
で
あ
る
と
い

う
」
。十

二
月
一
日

九
三
巻
一
二
号

三
一
（
四
一
五
）
頁

49【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
福
原
麟
太
郎
氏

十
一
月
二
日
、
三
日
の
日
本
英
文
学
会
広
島
大
会
に
出

席
、
兼
ね
て
九
日
ま
で
帰
省
」
、
「
山
本
忠
雄
氏

広
島
文
理
科
大
学
教
授
に

任
ぜ
ら
る
」
。

同
右

三
一
（
四
一
五
）
頁

50【
広
島
】

「
各
大
学
英
文
科
卒
業
生
論
文
題
目
（
二
十
二
年
九
月
）
」
、
「
広

島
文
理
大
」

※A
S
tudy

on
W
illiam

B
lake

in
the

“M
arriage

O
f
H
eaven

A
nd
H
ell”

（
織
谷
馨
）
、O

n
C
haracters

in
T
hom

as
H
ardy's

R
epresentative

W
orks

（
安

永
義
夫
）
、O

n
T
ragedies

of
Farm

ers
in
E
ugene

O
'N
eill's

W
orks

（
宮
崎

司
郎
）
、A

S
tudy

in
the

T
ragedy

of
H
am
let

（
中
里
穂
束
）
、A

Study
of

S
em
antic

C
hanges

of
E
nglish

W
ords

（
倉
田
達
）

一
九
四
八
年

一
月
一
日

九
四
巻
一
号

二
六
（
二
六
）
頁

51【
広
島

原
子
砂
漠
】

「
日
本
英
文
学
会
地
方
大
会
」
、
「
西
部
大
会
」

「
「
二
十
二
年
度
日
本
英
文
学
会
西
部
大
会
は
十
一
月
二
、
三
日
の
両
日
に
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亙
り
広
島
文
理
科
大
学
に
於
て
開
催
、
東
は
東
京
よ
り
西
は
九
州
の
果
て
に

及
び
参
加
者
多
数
集
り
、
さ
な
が
ら
の
原
子
砂
漠
に
名
実
共
に
充
実
せ
る
英

文
学
会
の
開
か
れ
た
事
は
ま
さ
に
国
家
的
事
業
と
称
す
べ
く
、
英
文
学
健
在

な
り
の
感
を
一
同
の
胸
に
強
く
銘
ぜ
せ
し
む
る
も
の
が
あ
つ
た
。（
後
略
）
」

※
発
表
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
っ
た
。「
次
に
来
る
も
の
（
雑
賀
忠
義
氏
）
文

学
的
考
證
に
基
づ
い
た
氏
独
自
に

ironical

な
社
会
観
想
」
、
「B

allad

の
英

語
（
山
本
忠
雄
氏
）
単
純
な

ballad

英
語
が
如
何
に
し
て
変
化
と
活
力
に
富

む
詩
形
に
適
合
し
得
た
か
、
こ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
た
十
五
世
紀
の
英
語
の

事
情
及
び
方
言
の
混
入
、
語
形
の
不
安
定
、
英
語
の
伸
縮
性
等
に
関
す
る
説

明
」
。

同
右

三
〇
（
三
〇
）
頁

52【
広
島
】

「
片
々
録
」
、R

.
F.

「
英
学
時
評
」

※
「
日
本
英
文
学
会
は
秋
に
は
仙
台
、
広
島
、
東
京
、
三
つ
の
地
方
大
会
を

催
ふ
し
て
、
新
し
い
企
て
に
成
功
し
た
」
こ
と
、
広
島
の
大
会
で
は
汽
車
の

遅
れ
の
た
め
遅
刻
し
た
こ
と
、
広
島
の
廿
日
市
の
町
長
に
な
っ
た
佐
伯
に
会

っ
た
等
々
の
記
述
が
あ
る
。

同
右

九
四
巻
一
号

三
一
（
三
一
）
頁

53【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
「
英
語
教
育
」
復
刊
」

「
広
島
文
理
科
大
学
英
語
教
育
研
究
所
編
輯
発
行
の
「
英
語
教
育
」
は
昭
和

十
八
年
十
一
月
発
行
の
第
八
巻
第
二
号
を
以
て
休
刊
し
、
そ
の
間
「
語
学
教

育
」
と
合
併
の
形
に
な
つ
て
い
た
が
、
昨
年
末
四
年
振
り
で
復
刊
第
一
号
を

出
し
た
。
今
後
当
分
季
刊
と
し
て
続
け
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
」

同
右

九
四
巻
一
号

三
二
（
三
二
）
頁

54【
広
島
】

「
新
聞
雑
誌
英
学
一
覧
」
、
「
評
論
及
び
講
話
」

※
「
英
語
教
育
（
九
巻
一
号
）
」
に
は
「John

H
ersey

の
「
広
島
」（
桝
井
迪

夫
）
」
と
い
う
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

二
月
一
日

九
四
巻
二
号

二
九
（
六
一
）
頁

55【
広
島
】

「
片
々
録
」
、N

.
R
.
T
.

「
昭
和
二
十
二
年
度
英
学
界
」

「
（
前
略
）
日
本
英
文
学
界
は
全
国
大
会
の
他
、
仙
台
、
広
島
、
東
京
と
画

期
的
な
地
方
大
会
を
催
し
た
。
そ
の
主
催
す
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
記
念
講
演

会
も
に
ぎ
や
か
で
あ
つ
た
。（
後
略
）
」

同
右

三
〇
―
一
（
六
二
―
三
）
頁

56【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
広
島
女
学
院
専
門
学
校
便
り
」

「
昨
年
六
月
二
日
終
戦
後
最
初
の
校
内
英
語
弁
論
大
会
が
松
本
院
長
及
び
松

下
、M

acm
illan

両
教
授
を

judges

と
し
て
牛
田
山
麓
の
仮
校
舎
講
堂
で
行

わ
れ
た
。
英
文
、
被
服
、
保
健
各
部
か
ら
の
参
加
者
十
数
名
。
そ
の
中
か
ら

英
文
科
一
年
沖
本
、
同
二
年
の
佐
々
木
の
両
嬢
が
選
抜
さ
れ
て
英
文
毎
日
二

十
五
周
年
記
念
マ
カ
ー
サ
ー
元
帥
杯
争
奪
全
国
英
語
弁
論
大
会
中
国
地
区
予

選
大
会
（
六
月
八
日
）
に
出
場
、
佐
々
木
嬢
は
第
一
位
を
得
て
大
阪
に
於
け

る
決
勝
大
会
に
中
国
地
区
代
表
と
し
て
出
場
、
時
間
超
過
の
た
め
惜
敗
。
愛

校
際
（
十
一
月
二
日
―
九
日
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
と
し
て
英
文
科
二
年
（
現
在

三
年
欠
）
の
学
生
に
よ
り

G
alsw

orthy

の

E
scape

か
ら
四
場
を
選
ん
で
桑

田
教
授
演
出
、M

acm
illan

、
高
田
両
教
授
指
導
の
下
に
十
一
月
七
・
八
日

の
両
日
、
流
川
に
夏
新
築
成
つ
た
高
女
部
校
舎
講
堂
で
英
語
劇
が
催
さ
れ
た
。

語
学
力
の
一
般
低
下
と
出
し
物
が
少
しtoo

am
bitious

な
の
と
で
多
少
心
配
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さ
れ
た
が
、
先
生
方
の
熱
心
な
指
導
と
学
生
達
の
不
撓
の
勉
強
と
協
力
と
に

よ
り
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
往
年
の
広
島
女
学
院
英
語
劇
の
面
目

を
偲
ば
し
め
る
も
の
が
あ
つ
た
。（
加
藤
正
男
氏
報
）
」

同
右

三
一
（
六
三
）
頁

57【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
加
藤
正
男
氏

広
島
女
子
学
院
専
門
学
校
教
授
と
な
る
。
住
所
は
（
略
）
。
」

三
月
一
日

九
四
巻
三
号

二
二
（
八
六
）
頁

58【
原
子
爆
弾
】

F
.
H
.
R
.

「
米
英
消
息
」
、
「
ド
ー
ヴ
ァ
ー
海
峡
ト
ン
ネ
ル

案
」

「
英
国
と
フ
ラ
ン
ス
を
海
底
ト
ン
ネ
ル
で
結
ぼ
う
と
い
う
計
画
が
英
仏
両
当

局
者
の
間
で
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
（
中
略
）
完
成
の
暁
に
は
、
英
仏

間
の
交
通
が
極
め
て
便
利
に
な
る
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
こ
の
通
路
は
海
底
の

も
の
だ
け
に
、
一
切
の
爆
弾
、
原
子
爆
弾
に
対
し
て
す
ら
安
全
で
あ
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
」

四
月
一
日

九
四
巻
四
号

三
一
（
一
二
七
）
頁

59【
広
島

原
爆
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
小
日
向
定
次
郎
氏

『
お
便
り
申
し
上
ぐ
る
機
会
も
な
く
広
島
の
原
爆
に

や
ら
れ
て
い
ろ
い
ろ
苦
労
を
重
ね
て
終
に
東
京
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
二
男
の
家
に
居
り
ま
す
。
・
・
・
す
つ
か
り
健
康
を
損
じ
殊
に
神
経

痛
で
手
足
が
不
自
由
に
な
り
ま
し
た
。（
一
月
廿
八
日
）
』（
前
号
参
照
）
」

四
月
一
〇
日

「
五
十
周
年
記
念
号
」

四
八
頁

60

【
原
子
爆
弾

広
島
】

小
日
向
定
次
郎
「
英
語
青
年
愛
読
の
思
い
出
」

「
（
前
略
）
原
子
爆
弾
で
広
島
の
市
は
焼
野
と
な
り
、
勿
論
私
の
家
も
焼
け
、

蔵
書
も
悉
皆
焼
き
失
ひ
、
従
つ
て
英
語
英
文
学
研
究
室
に
あ
つ
た
寄
贈
し
た

英
語
青
年
も
焼
け
亡
び
て
し
ま
つ
た
の
だ
つ
た
。
広
島
の
市
か
ら
は
劫
火
に

逐
は
れ
、
避
難
先
か
ら
は
洪
水
に
追
は
れ
、
苦
難
の
三
カ
年
を
過
ご
し
て
、

四
十
何
年
振
り
で
再
び
故
郷
の
東
京
に
転
入
し
て
、
や
つ
と
阿
佐
ヶ
谷
の
二

男
の
家
に
落
ち
つ
く
こ
と
が
出
来
た
。
／
何
を
書
か
う
に
も
、
今
手
許
に
一

冊
の
参
考
書
も
な
い
。
十
三
カ
年
も
か
か
つ
て
、
広
島
文
理
大
の
研
究
室
に

集
め
た
英
国
の
民
謡
に
関
す
る
文
献
を
懐
か
し
み
つ
つ
読
む
こ
と
が
出
来
た

ら
、
（
中
略
）
何
か
書
く
こ
と
も
出
来
る
の
に
と
、
無
益
な
年
寄
の
繰
言
に

な
つ
て
終
つ
た
け
れ
ど
も
、
英
語
青
年
愛
読
の
私
の
五
十
年
に
近
い
思
ひ
出

に
は
間
違
ひ
な
い
の
で
あ
る
。
」

五
月
一
日

九
四
巻
五
号

二
一
（
一
四
九
）
頁

61【A
tom
ic
scientists

】

「H
O
M
E
A
N
D
FO
R
E
IG
N
N
E
W
S
:
A
T
O
M
IC

S
C
IE
N
T
IS
T
S
A
D
V
O
C
A
T
E
S
T
A
R
T
IN
G
W
O
R
L
D
G
O
V
E
R
N
M
E
N
T

※
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
他
の
科
学
者
に
よ
る
文
明
崩
壊
の
警
告
に
関
す
る
記

事
。

同
右

三
〇
（
一
五
八
）
頁

62【
広
島
】

「
各
大
学
英
文
科
卒
業
生
論
文
題
目
」
、
「
広
島
文
理
大
」

※T
he
Significance

of
the
F
rontier

in
A
m
erican

L
iterature

（
清
水
春
雄
）
、

A
S
tudy

of
Shakespeare's

Fools

（
皆
河
宗
一
）
、A

S
tudy

of
Jonathan

S
w
ift

w
ith
a
S
pecial

R
eference

to
G
ulliver's

T
ravels

（
柴
垣
又
男
）
、A

S
tudy

of

T
hom

as
H
ardy

（
河
上
道
生
）
、O

n
S
im
iles

U
sed

by
R
.
L
.
S
tevenson

（
富



76

田
幸
雄
）
、T

he
G
ram
m
atical

P
eculiarities

of
A
dverbs

&
V
erbs

in

A
m
erican

E
nglish

（
定
地
憲
次
）

六
月
一
日

九
四
巻
六
号

二
二
（
一
八
二
）
頁

63
【
原
子
爆
弾
】

F
.
H
.
R
.

「
米
英
消
息
」
、「T

oynbee

のC
ivilization

on
T
rial

」

「
（
前
略
）
今
日
こ
の
世
界
統
一
を
妨
げ
う
る
も
の
が
唯
一
あ
る
。
そ
れ
は

原
子
爆
弾
に
よ
る
、
す
べ
て
の
世
界
主
要
文
明
の
破
壊
で
あ
る
。
し
か
し
た

と
え
原
子
爆
弾
が
落
ち
て
も
、
ま
だ
一
縷
の
望
み
が
繋
が
つ
て
い
る
と

T
oynbee

は
考
え
る
。
原
子
爆
弾
に
よ
つ
て
消
滅
す
る
こ
と
な
く
、
今
日
の

人
類
の
遺
産
を
、
た
と
え
そ
の
極
め
て
僅
か
な
部
分
で
あ
つ
て
も
、
継
ぎ
う

る
も
の
に
、
中
部
ア
フ
リ
カ
土
人
ネ
グ
リ
ー
ト
が
あ
る
。
そ
し
て
も
し
こ
の

安
全
域
内
に
逃
げ
て
い
る
こ
の
矮
小
黒
人
で
さ
え
も
、
原
子
爆
弾
の
炸
裂
で

は
ね
と
ば
さ
れ
て
し
ま
う
と
す
れ
ば
、
後
に
残
さ
れ
た
地
球
は
、
人
類
の
歴

史
十
数
萬
年
に
比
し
て
遙
か
に
古
い
二
億
五
千
万
年
の
生
存
の
歴
史
を
持
つ

翅
虫
類
（w

inged
insects

）
に
引
き
渡
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。（
後
略
）
」

同
右

三
〇
（
一
九
〇
）
頁

64【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
広
島
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
祭
」

「
広
島
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
祭
は
四
月
二
十
五
日
（
日
）
、
広
島
文
理
大
、

広
島
高
師
、
広
島
女
学
院
の
各
英
文
科
共
同
主
催
の
下
に
、
広
島
女
学
院
講

堂
に
於
て
行
わ
れ
た
。
長
田
新
氏
「
学
生
と
演
劇
」
、
木
方
庸
助
氏
「
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
祭
に
つ
い
て
」
、
小
川
二
郎
氏
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
描
い
た

女
性
に
つ
い
て
」
、
垣
田
直
己
氏
「
演
出
に
あ
た
つ
て
」
の
各
講
演
の
後
、

三
校
男
女
学
生
合
同
出
演
の
英
語
劇R

om
eo
and

Juliet

を
上
演
し
た
。（
中

略
）
午
前
は
学
生
、
午
後
は
一
般
も
対
象
に
上
演
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
超

満
員
で
、
進
駐
軍
将
兵
も
多
数
来
場
し
た
。
広
島
に
於
て
は
こ
れ
を
機
と
し

て
毎
年
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
祭
に
英
語
劇
の
上
演
を
計
画
し
て
い
る
。
（
広
島

文
理
大
英
文
学
研
究
室
報
）
」

同
右

三
一
（
一
九
一
）
頁

65【
広
島
】

「
各
大
学
英
文
科
講
義
題
目
」
、
「
広
島
文
理
大
」

※
文
学
概
論
、
英
国
劇
史
、C

haucer:
C
anterbury

T
ales,

P
reface,

&
c.

（
講

読
）
、“E

verym
an”

and
O
ther

M
iracle

Plays

（
講
読
）
、N

ew
m
an:

O
n

U
niversity

E
ducation,

&
c.

（
講
読
）
、
以
上
木
方
庸
助
担
当
、
各
講
義
週
二

時
間
。
英
文
法
概
論
、
言
語
学
概
論
、S

penser:
F
aerie

Q
ueene

（
講
読
）
、

L
ongfellow

:
E
vangeline,

&
c.

、C
arlyle:

P
ast

and
P
resent

、
以
上
山
本

忠
雄
担
当
、
各
講
義
週
二
時
間
。
英
文
学
史
、Shakespeare:

K
ing

L
ear

（
講

読
）
、W

ordsw
orth:

P
oem

s

、E
m
erson:

R
epresentative

M
en

、
以
上
小
川

二
郎
担
当
、
各
講
義
週
二
時
間
。

七
月
一
日

九
四
巻
七
号

二
九
（
二
二
一
）
頁

66【
広
島
】

S
.
K
.

「
湖
畔
便
り
」

※
早
稲
田
出
身
の
英
文
学
者
、
宇
津
木
騮
太
郎
（
四
月
一
三
日
に
逝
去
）
の

「
長
女
は
広
島
文
理
大
教
授
文
博
杉
本
直
次
郎
氏
の
夫
人
」
と
い
う
記
述
が

あ
る
。八

月
一
日

九
四
巻
八
号

二
五
（
二
四
九
）
頁

67【atom
ic
cloud

】

「
英
語
ク
ラ
ブ
」
、Z

-bom
b

「
新
々
語
雑
記
」

(12)

「
英
語
青
年
五
十
周
年
記
念
号
の
岡
部
氏
の
新
語
雑
記
に
挙
げ
ら
れ
た
語
の

大
部
分
は1943
年
以
前
の
語
で
あ
る
。B

ritannica

のB
ook

of
the

Year
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1946

及
同1947

のN
ew
w
ords

and
m
eanings

の
項
（
ア
メ
リ
カ
方
言
協
会

新
語
調
査
委
員
会
々
長I.

W
illis

R
ussell

氏
執
筆
）
を
見
る
と
新
語
の
使
わ
れ

は
じ
め
た
年
も
記
入
し
て
か
な
り
多
く
集
め
て
居
る
が
、
大
部
分
が

1943-1946
ま
で
の
も
の
で
且radar,

atom

関
係
の
語
が
断
然
多
く
次
ぎ
は

航
空
機
、
化
学
、
薬
学
、
軍
事
関
係
の
も
の
と
な
つ
て
居
る
。
（
中
略
）
参

考
ま
で
に

1946

年
生
れ
の
新
語
を
挙
げ
る
と
（
但
し
永
生
き
し
そ
う
な
も
の

だ
け
に
す
る
）atom

ic
cloud,

am
ericium

（E
lem
ent
N
o.96

）
（
後
略
）
」

同
右

三
二
（
二
五
六
）
頁

68【
広
島
】

広
告
「
研
究
社

新
英
語
教
育
講
座

全
十
二
巻
」

※
第
二
巻
「
英
語
読
本
（L

et' s
L
earn

E
nglish

）
の
扱
い
方

巻
三
」
に
小

川
二
郎
（
広
高
師
教
授
）
、
第
三
巻
の
「
英
語
の
語
彙
と
慣
用
句
」
に
山
本
忠

雄
（
広
文
理
大
教
授
）
と
桝
田
迪
夫
（
広
高
師
教
授
）
、
「
英
語
の
綴
方
」
に
松

本
鐘
一
（
広
高
師
付
中
）
、
「
英
習
法
」
に
篠
田
治
夫
（
広
高
師
付
中
）
が
寄
稿

し
て
い
る
。
(13)

九
月
一
日

九
四
巻
九
号

三
〇
（
二
八
六
）
頁

69【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
英
文
学
関
係
の
季
刊
雑
誌
」

「
（
前
略
）
七
月
に
は
広
島
の
文
科
評
論
社
か
らE

nglish

の
第
一
号
が
出
た
。

A
5

版

100

頁
の
雑
誌
で
、
文
学
、
語
学
、
教
授
法
等
、
広
い
範
囲
に
わ
た

つ
て
、
自
由
な
気
持
で
掲
載
し
て
行
く
方
針
ら
し
い
。
小
川
二
郎
氏
が
主
幹

に
な
つ
て
い
る
。
こ
れ
も
季
刊
で
あ
る
。（
後
略
）
」

九
月
一
日

九
四
巻
九
号

三
〇
―
一
（
二
八
六
―
七
）
頁

70【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「M
r.
H
arry

C
ollins

（
元
広
島
文
理
大
米
人
講
師
）
今
度
の
戦
争
の
直
前

に
日
本
を
去
つ
た
同
氏
は
、
目
下
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
に
家
を
持
ち
、
彼
の

地
の
大
学
で
教
え
て
い
る
。
相
変
わ
ら
ず
独
身
で
、
一
人
の
学
生
と
一
匹
の

犬
が
生
活
を
共
に
し
て
ゐ
る
。
宛
名
で
は
（
略
）
。
」

一
〇
月
一
日

九
四
巻
一
〇
号

二
三
（
三
一
一
）
頁

71【
原
子
爆
弾
】

F
.H
.R
.

「
米
英
消
息
」
、
「
三
つ
の
小
説
」

「
最
近A

ldous
H
uxley,

E
rskine

C
aldw

ell,
U
pton

S
inclair

の
三
人
が
そ

れ
ぞ
れ
新
作
を
発
表
し
た
。H

uxley

の
は

A
pe

and
E
ssence

(205pp.,

H
arper,

$2.50)

と
い
う
の
で
、
こ
れ
は
作
者
と
し
て
はB

rave
N
ew

W
orld

の
系
統
を
引
く
未
来
小
説
で
あ
る
。
時
は
二
十
二
世
紀
、
第
三
次
世
界
大
戦

の
原
子
爆
弾
に
よ
る
破
壊
を
免
れ
た
地
球
上
の
少
数
の
地
点
の
一
つ

N
ew

Z
ealand

を
出
発
、
探
検
の
旅
に
登
つ
た
科
学
者D

.
P
oole

は
北
米
西
海
岸

に
、
か
つ
て
の
人
間
文
化
の
荒
廃
の
跡
を
発
見
す
る
。
そ
の
昔
繁
栄
を
誇
つ

た

C
alifornia

に
、
今
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
以
前
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
余
り
変
ら

ぬ
程
度
の
技
術
を
し
か
有
せ
ず
、
道
徳
面
で
は
そ
れ
よ
り
も
な
お
劣
悪
な
、

土
色
を
し
た
気
の
抜
け
た
奴
隷
人
種
が
棲
息
し
て
い
る
。
彼
ら
の
首
長
は
悪

魔B
elial

で
、“the

O
ther

O
ne”

（
神
）
を
倒
し
て
勢
力
を
得
よ
う
と
す
る

彼
の
戦
い
は
、
す
で
に
数
世
紀
前
か
ら
始
ま
つ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る

が
、
「
原
子
戦
争
」
中
に
彼
は
確
固
た
る
勝
利
を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

てH
uxley

はD
r.
Poole

の
見
聞
を
通
じ
て
原
子
戦
争
後
の
世
界
を
描
き
出

す
。（
中
略
）T

oynbee

のC
ivilization

on
Trial

と
言
い
、H

uxley

の
こ
の

書
と
言
い
、
原
子
爆
弾
の
恐
怖
に
お
び
え
る
今
日
の
わ
れ
わ
れ
の
不
安
を
端

的
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
岐
路
に
立
つ
人
類
へ
の
一
警
鐘
で
あ
ろ
う
。

（
後
略
）
」
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同
右

三
〇
（
三
一
八
）
頁

72【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
日
本
英
文
学
会
地
方
大
会
」

「
下
記
に
よ
り
地
方
大
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
（
中
略
）
中
国
四
国
地
方
大

会

十
一
月
六
、
七
日

於
広
島
文
理
大
（
中
略
）
尚
中
国
四
国
大
会
は
講

演
申
込
期
限
は
十
月
卅
日
で
、（
宿
泊
所
の
世
話
を
希
望
の
向
は
そ
の
旨
を
書
添

え
）
広
島
文
理
大
英
文
学
研
究
室
内
福
田
民
男
宛
お
申
込
み
下
さ
い
。
（
日

本
英
文
学
会
広
告
）
」

十
一
月
一
日

九
四
巻
一
一
号

二
〇
（
三
四
〇
）
頁

73【atom
ic
w
ar

原
子
戦
争
】

「H
O
M
E
A
N
D
F
O
R
E
IG
N
N
E
W
S
:
B
E
R
L
IN

C
R
IS
IS

M
A
Y
W
R
E
C
K
U
N
IT
E
D
N
A
T
IO
N
S,
B
R
IT
ISH

L
E
A
D
E
R

W
A
R
N
S

」

※
ベ
ル
リ
ン
問
題
の
た
め
国
連
の
崩
壊
も
あ
り
得
る
と
い
う
記
事
中
に
、

“black
fury

of
an
atom

ic
w
ar”

（
注
で
は
「
黒
い
ヴ
ェ
ー
ル
の
復
讐
の
女
神
と

も
言
う
べ
き
原
子
戦
争
」
）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

同
右

二
二
（
三
四
一
）
頁

74【A
-Pow

er
U
nit

】

「H
O
M
E
A
N
D
F
O
R
E
IG
N
N
E
W
S:
A
M
E
R
IC
A
T
O

B
U
IL
D
1S
T
A
-P
O
W
E
R
U
N
IT

」

※
記
事
本
文
省
略
。

同
右

三
二
（
三
五
二
）
頁

75【
広
島
】

広
告
「
季
刊

E
N
G
L
ISH

第2

号
（10

月
刊
）
」

※
発
刊
元
が
「
広
島
市
革
屋
町
（
略
）
」
の
「
文
化
評
論
社
」
。
(14)

一
九
四
九
年

一
月
一
日

九
五
巻
一
号

二
七
（
二
七
）
頁

76【
広
島
】

「
日
本
英
文
学
会
地
方
大
会
」
、M

.T
.

「
中
国
四
国
地
方
大

(15)

会
」

「
九
州
地
方
が
独
立
し
て
地
方
大
会
を
開
い
た
た
め
、
参
会
者
に
若
干
の
減

少
は
見
た
が
、
而
も
百
数
十
名
の
会
員
の
出
席
を
得
て
、
中
国
四
国
地
方
大

会
は
十
一
月
六
（
土
）
、
七
（
日
）
日
の
両
日
、
例
年
の
如
く
広
島
文
理
科

大
学
に
於
て
開
催
さ
れ
た
。（
後
略
）
」

※
発
表
に
は
次
の
も
の
が
あ
っ
た
。
「
東
田
千
秋
氏
「Sw

ift

の
散
文
に
つ
い

て
」（G

ulliver's
T
ravels

の
文
体
を
そ
の
文
構
造
か
ら
論
究
す
）
」
、
「
安
永
義
夫

氏
「A

P
air

of
B
lue

E
yes

に
就
て
」（
そ
の
梗
概
を
述
べ
てH

ardy

の
運
命
観

を
論
述
す
）
」
、
「
福
田
民
男
氏“M

ilton's
M
ind

in
Sam

son
A
gonistes”

（S
am
son

の
中
に
現
れ
た

M
ilton

の
哲
学
精
神
、irony

等
の
諸
要
素
に
よ
つ
て

そ
のm

ind

を
見
る
）
」
、
「
木
方
庸
助
氏
「A

nne
Satyre

of
the

T
hrie

E
staits

の
詩
形
と

S
w
earings

」
（
表
題
事
項
に
つ
い
て
の
詳
細
な
る
実
証
的
研
究
）
」
。

な
お
、
運
営
と
し
て
は
木
方
、
司
会
と
し
て
小
川
、
雑
賀
の
名
前
が
挙
っ
て

い
る

同
右

三
二
（
三
二
）
頁

77【
広
島
】

「
季
刊

E
N
G
L
ISH

第3

号
（1

月
刊
）
」

※

と
同
様
の
、
第
三
号
の
広
告
。

75
二
月
一
日

九
五
巻
二
号

二
八
―
九
（
六
〇
―
一
）
頁

78
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【
広
島
】

「
片
々
録
」
、N

.
R
.
T
.

「
昭
和
二
十
三
年
度
英
学
界
」

「
（
前
略
）
英
学
界
の
に
ぎ
や
か
さ
は
、
定
期
刊
行
物
に
一
等
よ
く
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。
英
学
関
係
の
多
く
の
定
期
刊
行
物
が
出
た
。
そ
れ
ら
が
地
方
に

分
散
し
て
い
る
の
も
い
ち
じ
る
し
い
こ
と
で
あ
る
。
日
本
英
文
学
会
の
「
英

文
学
研
究
」
が
復
刊
し
た
。
広
島
の“E

nglish,”

京
都
の
「
ア
メ
リ
カ
文
学
」
、

矢
野
、
島
田
両
氏
の
「
英
文
学
」
、
滝
口
直
太
朗
氏
ら
の
「
新
英
米
文
学
」
、

曽
根
保
氏
ら
の
「
英
詩
研
究
」
、
新
月
社
の
「
不
死
鳥
」
が
あ
る
。（
後
略
）
」

同
右

二
九�

三
〇
（
六
一�

二
）
頁

79【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
ブ
ラ
ン
デ
ン
氏
の
広
島
講
義
」

「E
dm
und

B
lunden

氏
は
十
二
月
初
め
広
島
に
赴
き
、
四
日
広
島
女
学
院

講
堂
に
於
て
「
イ
ギ
リ
ス
人
の
心
情
」
と
題
し
て
一
般
市
民
有
志
に
講
演
し

た
。
六
日
、
七
日
の
両
日
は
広
島
文
理
大
附
属
小
学
校
講
堂
で
特
別
講
義
を

行
つ
た
。
六
日
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
悲
劇
」
、
七
日
「
イ
ギ
リ
ス
現
代
作
家
」

に
つ
い
て
で
あ
つ
た
。
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
、
聴
衆
は
学
生

が
主
で
、
そ
の
数
は
約
千
名
で
あ
つ
た
。
な
お
、
広
島
文
理
科
大
英
文
学
研

究
室
で
は
季
刊
の
論
文
集
を
近
く
発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
誌
名
は

U
rn

と
決
ま
つ
た
。（
福
田
民
男
氏
報
）
」

同
右

三
〇
（
六
二
）
頁

80【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
岐
阜
英
語
教
育
研
究
会
」

※
同
研
究
会
発
足
（
一
九
四
八
年
一
一
月
）
後
の
第
一
回
研
究
会
（
十
二
月
十

一
日
）
で
は
「
元
広
島
高
師
教
授
河
合
茂
氏
の
米
語
に
関
す
る
講
演
を
聞
い

た
」
と
い
う
。

同
右

三
〇
（
六
二
）
頁

81【H
iroshim

a

原
子
爆
弾
】

「
片
々
録
」
、
「John

H
ersey

氏
の
作
品
翻

訳
許
可
」

「
戦
後
ア
メ
リ
カ
読
書
界
に
原
子
爆
弾
物
語
と
し
て
好
評
を
博
し
、
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
ズ
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る

H
iroshim

a

と
、
こ
れ
ま
た
種
々
の

問
題
を
起
し
たT

he
B
ell
for

A
dano

と
、John

H
ersey

氏
の
こ
の
二
つ
の

作
品
が
日
本
で
翻
訳
出
版
さ
れ
る
。
著
者

H
ersey

氏
は
、
日
本
訳
の
印
税

は
、
広
島
市
内
の
慈
善
事
業
に
全
額
寄
付
す
る
と
申
し
出
て
い
る
と
い
わ
れ

る
。
」同

右

三
〇
（
六
二
）
頁

82【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
神
谷
弘
氏
逝
く
」

「
広
島
高
等
師
範
学
校
英
語
科
主
任
教
授
神
谷
弘
氏
は
昨
年
十
一
月
二
十
五

日
、
広
島
市
細
工
町
島
病
院
に
て
急
性
腹
膜
炎
の
た
め
逝
去
し
た
、
享
年
三

十
八
。
氏
は
一
昨
年
の
英
文
学
会
（
京
都
）
で
は
「
微
風
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
コ
ー
ル
リ
ッ
ヂ
そ
の
他
の
詩
人
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
他
諸
雑
誌
に
も

研
究
を
発
表
し
て
い
た
。
最
近
はE

nglish,
2

にH
.K
.

の
頭
文
字
で
「
ス
テ

ラ
と
バ
ネ
ッ
サ
」
を
書
い
て
い
る
。
専
門
は
キ
ー
ツ
の
研
究
で
あ
つ
た
。
ま

た
若
く
し
て
広
島
高
師
英
語
科
主
任
の
職
責
に
任
じ
て
い
た
。
自
宅
は
（
略
）
、

遺
族
は
夫
人
と
子
供
二
人
で
あ
る
。
な
お
同
氏
の
遺
稿
は
と
り
ま
と
め
て
広

島
の
文
化
評
論
社
よ
り
出
版
さ
れ
る
予
定
と
い
う
。
」

三
月
一
日

九
五
巻
三
号

三
〇
（
九
四
）
頁

83【H
iroshim

a
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
「
風
と
共
に
去
り
ぬ
」
再
版
許
可
」
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「
（
前
略
）
前
号
の
本
欄
で
報
じ
たJohn

H
ersey

の
翻
訳
の
訳
者
及
び
発
行

所
は
、H

iroshim
a

の
方
は
本
書
の
中
心
人
物
で
あ
る
広
島
流
河
教
会
の
谷

本
清
牧
師
と
石
川
欣
一
氏
の
共
訳
（
約150

頁
）
で
法
政
大
学
出
版
局
発
行
、A

B
ell
for

A
dano

の
方
は
杉
本
喬
氏
の
訳
（
約450

頁
）
で
東
西
出
版
社
の
発

行
で
あ
る
。
」

四
月
一
日

九
五
巻
四
号

二
〇
―
一
（
一
一
六
―
七
）
頁

84【atom
ic
bom

b

】

「H
O
M
E
A
N
D
F
O
R
E
IG
N
N
E
W
S
:
B
-50

C
IR
L
C
E
S

G
L
O
B
E
IN
N
O
N
ST
O
P
F
L
IG
H
T

」

※
こ
の
記
事
は
、
カ
ー
チ
ス
・
ル
メ
イ
戦
略
航
空
軍
団
司
令
官
が
、
空
中
給

油
す
れ
ば
「
ロ
シ
ア
の
ど
こ
に
で
も
原
子
爆
弾
を
投
下
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
」
と
訪
ね
ら
れ
た
際
に
、
少
し
当
惑
し
つ
つ

“L
et
us
say

any

place
that

w
ould

require
an
atom

ic
bom

b.”

と
答
え
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
し
て
い
る
。

六
月
一
日

九
五
巻
六
号

八
―
九
（
二
〇
〇
―
一
）
頁

85【
原
子
爆
弾
】

上
田
勤
「A

P
E
A
N
D
E
SSE

N
C
E
―
H
uxley

の
新
作
」

「
（
前
略
）
原
子
爆
弾
、
毒
ガ
ス
、
細
菌
等
を
縦
横
に
駆
使
し
た
第
三
次
世

界
大
戦
で
荒
廃
に
帰
し
た
ア
メ
リ
カ
を
、
た
ま
た
ま
そ
の
位
置
が
太
平
洋
の

真
中
に
あ
つ
た
た
め
に
戦
禍
を
免
れ
たN

ew
Z
ealand

の
探
検
隊
が
、
帆
船

に
乗
つ
て
調
査
に
行
く
。
戦
争
後
一
世
紀
余
を
経
た2108

年2

月20

日
の

こ
と
で
あ
る
。（
後
略
）
」

同
右

二
一
（
二
一
三
）
頁

86【atom
ic
w
eapon

】

「H
O
M
E
A
N
D
F
O
R
E
IG
N
N
E
W
S
:
C
O
M
M
U
N
IST

B
L
A
S
T
S
U
.S
.
A
S
P
E
A
C
E
C
O
N
G
R
E
S
S
O
P
E
N
S

」

※W
orld

P
eace

C
ongress

に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
物
理
学
者
、
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
・
ジ
ョ
リ
オ
＝
キ
ュ
リ
ー
博
士
（
当
時
は

“F
rance' s

C
om
m
unist

A
tom

ic
E
nergy

C
om
m
issioner”

）

が
ア
メ
リ
カ
を
批
判
し
つ
つ
、“T

he

A
tom
ic
w
eapon

w
ill
not

be
decisive

in
a
w
orld

conflict.”

と
述
べ
た
等

々
、
と
い
う
記
事
。

同
右

三
七
（
二
二
九
）
頁

87【
広
島

原
爆

H
iroshim

a

】

「
英
語
ク
ラ
ブ
」
、
池
田
義
一
郎
「“T

he

B
om
b
T
hat
Fell

on
A
m
erica”

」

「W
e
used

it
to
destroy

a
hundred

thousand
m
en,
w
om
en
and

children!

/
G
od,

have
m
ercy

on
our

ow
n
children!

/
G
od,

have
m
ercy

on

A
m
erica!

広
島
に
落
ち
た
原
爆
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
良
心
の
声
と
し

て
書
か
れ
た62

頁
の
長
詩“T

he
B
om
b
T
hat
F
ell
on
A
m
erica”

の
一
節
。

戦
後
文
学
の
最
も
注
目
す
べ
き
作
品
の
一
つ
と
し
てN

ew
Y
ork

T
im
es

其

の
他
に
紹
介
さ
れ
た
。
作
者
はH

erm
an
H
agedorn

（
此
の
独
逸
系
の
名
は
英

語
で

H
aw
thorne

に
あ
た
る
）
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
教
科
書
に
よ
く
参
考
と
し
て

あ
げ
ら
れ
て
い
るL

ife
of
T
heodore

R
oosevelt

やT
he
B
ook

of
C
ourage

を
書
い
た
文
筆
界
の

veteran

で
あ
る
。
同
詩
は
三
部
か
ら
成
り
、
幾
万
の

女
子
供
が
雲
散
霧
消
（T

hey
dissolved,

they
evaporated

）
し
た
広
島
の
悲
劇
、

ニ
ウ
・
メ
キ
シ
コ
の
原
野
で
例
のD

r.
O
ppenheim

er

（Tim
e,
N
ov.8,

' 48

又

はR
eader' s

D
igest,

F
eb' 49

）
以
下
の
原
子
学
者
が
集
ま
つ
て
最
初
の
試
験
を

行
つ
た
息
づ
ま
る
よ
う
な
光
景
、
ア
メ
リ
カ
の
良
心
と
神
と
の
対
決
、
原
子

力
を
支
配
す
る
唯
一
の
も
の
と
し
て
人
の
魂
に
こ
も
る
力
を

“release”

す

る
必
要
、
の
順
で
歌
わ
れ
て
い
る
。
ふ
と
し
た
機
縁
で
此
の
書
を
作
者
か
ら
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貰
つ
た
私
は
、
広
島
で
死
ん
だ
私
達
の
不
幸
な
同
胞
に
と
つ
て
、
こ
れ
は
何

よ
り
の
鎮
魂
歌
と
思
う
旨
を
書
き
送
つ
た
と
こ
ろ
、
此
の
三
月
作
者
か
ら

“N
othing

that
anybody

has
said

in
this

country
touches

m
e
so
closely

as
your

saying”

云
々
と
返
事
が
あ
り
、
目
下
ア
メ
リ
カ
で
講
演
旅
行
中
の

M
r.
K
iyoshi

T
anim

oto

か
ら
此
の
詩
の
翻
訳
申
込
が
来
て
、
近
く
ニ
ウ
ヨ

ー
ク
で
同
氏
と
の
会
見
を
楽
し
ん
で
待
つ
て
い
る
と
あ
つ
た
。
此
の
し
ら
せ

は
私
を
よ
ろ
こ
ば
せ
た
。
谷
本
清
氏
はH

ersey

のH
iroshim

a

に
出
て
く
る

最
も
重
要
な
人
物
で
、
ま
た
同
書
の
訳
者
で
も
あ
る
。
此
の
原
爆
生
き
残
り

の
国
際
人
に
よ
つ
て
「
ア
メ
リ
カ
の
良
心
の
声
」
が
日
本
訳
に
な
る
日
を
期

待
し
た
い
。
」

同
右

四
五
（
二
三
七
）
頁

88【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
広
島
県
東
部
新
制
高
校
英
語
弁
論
大
会
」

「
広
島
県
東
部
新
制
高
校
英
語
研
究
連
盟
（E
.S
.A
.

）
主
催
の
第
一
回
新
制

高
校
英
語
弁
論
大
会
が
毎
日
新
聞
社
の
後
援
に
よ
つ
て
二
月
十
二
日
（
土
）

午
後
一
時
よ
り
福
山
市
誠
之
舘
高
等
学
校
講
堂
に
於
て
開
催
さ
れ
た
。
米
広

島
軍
政
部
民
間
情
報
課
長M

iss
E
leanor

A
.
G
raham

及
び
英
連
邦
岡
山
情

報
部M

r.
D
avid

H
ogan

の
審
査
の
も
と
に
、
福
山
葦
陽
高
校
三
年
の
和
田

三
重
子
嬢
が‘

E
nglish

as
a
C
om
m
on
W
orld

L
anguage

’

の
演
題
で
優

勝
、
第
二
位
は
誠
之
舘
高
校
一
年
大
塚
保
男
君
、
第
三
位
は
同
じ
く
三
年
の

藤
井
正
章
君
で
あ
つ
た
。
引
き
つ
づ
き
多
彩
な
英
語
学
芸
発
表
会
が
あ
り
、

午
后
七
時
盛
会
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。（Y

.
O
tsuka

生

報
）
」

(16)

同
右

四
五
―
六
（
二
三
七
―
八
）
頁

89【
広
島
】

「
各
大
学
英
文
科
卒
業
論
文
題
目
」
、
「
広
島
文
理
大
」

※F
austbuch

and
D
r.
Faustus

（
今
井
則
夫
）
、T

he
P
roblem

of
‘
the

D
ouble

S
elf

’
;
M
ainly

in
H
eathcliff

in
W
uthering

H
eights

（
家
本
敏

幸
）
、A

S
tudy

of
C
om
us,

A
M
asque

（
越
智
英
二
）
、Som

e
T
houghts

on

Shakespearean
U
se
of
“of”

（
垣
田
直
巳
）
、R

eality
and

Joy
as
E
xpressed

in
J.
M
.
S
ynge

（
塩
次
喜
八
郎
）
、O

n
Jam

es
Joyce's

A
P
ortrait

of
the
A
rtist

as
a
Y
oung

M
an

（
坂
田
実
孝
）
、A

S
tudy

of
G
eorge

E
liot's

M
oral

P
hilosophy;

C
hiefly

in
connection

w
ith

H
er
N
ature

（
照
先
文
一
）
、A

S
tudy

on
Jane

E
yre

as
L
iterature

of
Situation

（
髙
城
義
彦
）
、A

S
tudy

on

the
E
xpression

in
T
reasure

Island

（
原
田
耕
夫
）
、O

n
the

T
ragedies

of

H
enchard

and
T
ess

in
T
hom

as
H
ardy's

W
orks

（
丸
木
徹
）
、O

.
W
ilde's

Æ
stheticism

in
The

P
icture

of
D
orian

G
ray

（
吉
村
昭
）
、H

aw
thorne's

Peculialities
[sic]

reflected
in
The

Scarlet
L
etter

（
渡
辺
育
夫
）

七
月
一
日

九
五
巻
七
号

二
七
（
二
六
七
）
頁

90【N
agasaki

】

「H
O
M
E
A
N
D
F
O
R
E
IG
N
N
E
W
S
:
X
A
V
IE
R
'S
P
IE
C
E

O
F
C
A
P
P
L
A
N
N
E
D
F
O
R
E
X
IB
IT

」

※
記
事
中
に“T

he
piece

of
the

cap
and

the
portion

of
the

Saint's
ashes

in
N
agasaki

are
said

to
be
his

only
relics

in
Japan.”

と
い
う
セ
ン
テ
ン

ス
が
あ
る
。

同
右

二
八
―
九
（
二
六
八
―
九
）
頁

91【
原
子
力
】

N
.R
.T
.

「
オ
ー
ル
ダ
ス
・
ハ
ッ
ク
ス
レ
ー
（
英
米
文
学
新
声
）
」

「
（
前
略
）
近
作
のA

pe
and

E
ssence

はH
uxley

の
作
品
中
、
も
つ
と
も
お

そ
ろ
し
い
（horrible

）
も
の
だ
と
、
こ
の
論
文
（
※
「T

he
T
im
es

L
iterary

Supplem
ent

本
年
二
月
十
九
日
号
の
主
要
論
文
」
）
は
い
つ
て
い
る
。
映
画
の
台
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本
の
形
で
書
い
て
あ
る
ら
し
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
作
品
の
扱
う
世
界
は
、

第
三
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
の
空
想
図
で
あ
る
。
第
三
次
世
界
大
戦
に
使
用

さ
れ
た
原
子
力
の
結
果
、
世
界
は
ま
つ
た
く
荒
廃
に
帰
し
た
。
た
だ
地
理
上

の
関
係
で

N
ew

Z
ealand

だ
け
は
、
そ
の
災
害
を
ま
ぬ
か
れ
た
。
そ
し
て

N
ew

Z
ealand

の
科
学
者
の
一
隊
がL

os
A
ngeles

に
上
陸
し
て
、
探
検
す

る
と
い
う
形
に
な
つ
て
い
る
。（
後
略
）
」

八
月
一
日

九
五
巻
八
号

四
四
（
三
三
二
）
頁

92【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
広
島
文
理
大
のU

rn;

そ
の
他
」

「
広
島
文
理
科
大
学
英
語
英
文
学
研
究
室
編
集
の
機
関
誌

U
rn

の
第
一
号

が
出
た
。A

Journal
of
E
nglish

L
iterature

and
L
anguage

と
い
う
副
題
が

つ
い
て
い
る
。
本
誌
の
前
身
は
「
英
語
教
育
」
で
あ
る
が
、U

rn

は
「
英
語

教
育
」
と
は
や
や
趣
が
異
な
り
、
広
島
文
理
大
英
文
科
の
学
風
を
「
育
て
、

形
あ
る
も
の
と
し
て
伝
え
、
外
部
の
批
判
を
う
け
る
」
た
め
に
、
自
己
の
「
学

問
の
現
状
を
示
す
」
雑
誌
で
あ
る
。
第
一
号
は
故
神
谷
弘
氏
の
「
微
風
に
つ

い
て
」
を
巻
頭
に
お
い
て
、
故
人
を
追
悼
し
て
い
る
。B

6

版60
頁
、
定
価

は

60

円
、
将
来
季
刊
の
由
。
発
行
所
は
広
島
の
文
化
評
論
社
。（
後
略
）
」

九
月
一
日

九
五
巻
九
号

三
四
（
三
七
〇
）
頁

93【
原
子
爆
弾
】

「L
anny

B
udd

も
の
終
る
？
」

「U
pton

S
inclair

が
書
き
続
け
て
来
た
現
代
史
と
も
言
う
べ
き
、L

anny

B
udd

を
主
人
公
と
す
る
一
連
の
書
き
も
の
は
、
最
近
出
た
第
十
冊
目
（
※O

Shepherd,
Speak

）
を
以
て
完
結
し
た
よ
う
で
あ
る
。（
中
略
）1940

年
代
の

半
ば
か
ら
最
近
ま
で
を
扱
つ
て
い
る
。L

anny

は
ま
ず
ド
イ
ツ
が
原
子
爆
弾

製
造
に
成
功
し
た
か
否
か
を
探
り
、Y

alta

協
定
のH

arry
H
opkins

草
案
作

成
に
参
与
し
、
大
統
領
（B

oss

）
の
健
康
を
危
ぶ
み
、
大
統
領
の
死
に
遭
う
。

大
統
領
の
死
後
は
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
飛
ん
で

G
öring

に
盗
ん
だ
美
術
品

の
隠
し
場
所
を
打
ち
明
け
さ
せ
、T

rum
an

大
統
領
の
依
頼
で

Stalin

に
会

い
世
界
平
和
を
説
く
。L

anny

は
今
後
人
道
主
義
的
新
聞
の
た
め
力
を
尽
す

こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
」

同
右

四
三
―
四
（
三
七
九
―
八
〇
）
頁

94【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
広
島
女
学
院
便
り
」

「
第
三
回
マ
元
帥
杯
大
学
高
専
英
語
弁
論
大
会
中
国
地
区
予
選
が
五
月
廿
四

日
に
開
か
れ
、
本
学
院
か
ら
専
校
の
中
島
、
尾
山
の
二
君
が
出
場
。
中
島
君

が
二
位
と
な
り
、
尾
山
君
は
昨
年
は
二
位
で
あ
つ
た
が
本
年
は
惜
し
く
も
選

外
と
な
つ
た
。
本
学
院
で
も
四
月
か
ら
新
制
（
女
子
）
大
学
（
本
年
は
英
文

科
丈
で
、
将
来
は
文
学
部
、
家
政
学
部
と
し
て
各
種
の
科
が
設
置
さ
れ
る
予
定
）

が
牛
田
山
麓
に
発
足
し
た
。
六
月
四
日
新
築
校
舎
の
一
部
落
成
を
機
に
更
め

て
開
校
式
が
挙
げ
ら
れ
、
之
を
祝
し
て
音
楽
会
、
英
詩
朗
読
及
英
語
劇
が
催

さ
れ
た
。
劇
はK

ing
Lear

（A
ct
I,
S
cene

I

）
で
、production,

direction,

setting,
costum

e

と
も
一
切
が
大
学
、
専
校
の
学
生
の
手
で
行
わ
れ
た
。
急

に
計
画
さ
れ
た
為
、
僅
か
二
週
間
の
日
数
で
あ
つ
た
が
見
事
な
出
来
栄
で
あ

つ
た
の
は
学
生
達
の
熱
心
な
努
力
、
協
力
の
賜
物
で
あ
る
。
六
月
十
四
日
に

は
高
校
生
を
主
な
る
対
象
と
し
て
公
開
上
演
さ
れ
た
。
六
月
十
八
日
開
催
広

島
二
世
ク
ラ
ブ
主
催
の
英
語
弁
論
大
会
に
は
本
学
院
か
ら
は
専
校
の
山
本
、

田
治
の
二
君
出
場
。
田
治
君
が
四
位
と
な
り
、
山
本
君
は
劇
の
方
が
忙
し
か

つ
た
為
練
習
不
足
で
選
外
と
な
つ
た
。
之
に
つ
け
て

S
peech

に
し
ろ
、
朗

読
に
し
ろ
、
劇
に
し
ろ
、
は
た
ま
た
声
楽
に
し
ろ
、
一
般
にvoice

production

に
も
つ
と
研
究
工
夫
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。
声
に
余
裕
を
持
た
せ
て
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之
をcontrol

しm
odulate

す
る
事
、vocal

quality

乃
至vocal

variety

に

も
つ
と
注
意
が
払
わ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
事
は
感
情
表
現
と
連
関

し
て
お
互
い
の
心
に
も
余
裕
が
出
来
、
之
を

control

し

m
odulate

す
る
事

に
な
れ
ば
、
ど
ん
な
に
か

harm
onious

な
美
し
い
感
情
の
世
界
が
出
現
す

る
こ
と
だ
ろ
う
。
今
の
日
本
に
最
も
必
要
な
事
の
一
つ
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
加
藤
〔
※
正
男
〕
投
）
」

一
〇
月
一
日

九
五
巻
一
〇
号

二
三
（
四
〇
七
）
頁

95【atom
bom

bed
H
iroshim

a

】

「H
O
M
E
A
N
D
FO
R
E
IG
N
N
E
W
S
:

M
'A
R
T
H
U
R
H
O
N
O
R
S
N
IP
PP
O
N
N
A
T
A
T
O
R
S

」

※
日
本
の
水
泳
チ
ー
ム
が
北
米
遠
征
に
出
か
け
る
際
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
に

面
会
し
激
励
を
受
け
た
。
そ
の
際
、“H

arvard
educated

Frank
M
atsum

oto,
a

m
em
ber

of
the

D
iet
from

atom
bom

bed
H
iroshim

a,
w
ho
w
ill
head

the

sw
im
m
ing

delegation
to
L
os

A
ngeles

and
H
aw
aii,

introduced
each

sw
im
m
er
to
the
Suprem

e
C
om
m
ander.”

だ
っ
た
と
い
う
。

同
右

四
四
（
四
二
八
）
頁

96【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
渡
米
教
授
五
十
名
」

「
ア
メ
リ
カ
政
府
の
好
意
で
渡
米
す
る
留
学
生
が
決
定
七
月
九
日
発
表
さ
れ

た
。
応
募
者
は
教
員
養
成
関
係
の
教
授
百
六
十
七
名
で
こ
の
う
ち
女
性
二
名

を
交
え
た
五
十
名
が
選
ば
れ
た
。
専
攻
科
目
別
で
は
英
語
、
英
文
学
の
二
十

六
名
が
一
番
多
く
、
教
育
学
九
名
、
心
理
学
六
名
と
な
つ
て
い
る
。
一
行
は

八
月
中
旬
渡
米
、
九
月
の
新
学
期
か
ら
一
年
各
地
の
大
学
に
分
散
留
学
す
る

予
定
。（
後
略
）
」

※
こ
の
五
〇
人
中
に
「
近
藤
敏
行
（
広
島
師
）
」
の
名
前
が
あ
る
。

同
右

四
五
（
四
二
九
）
頁

97【
広
島

原
爆
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「B
lunden

氏

関
西
学
院
大
学
の
た
め
に
校
歌
を
作
つ
た
。
ま
た
八
月
六

日
の
広
島
原
爆
記
念
日
の
た
め
に
、
朝
日
新
聞
の
薦
め
に
応
じ
て

“H
iroshim

a”

を
作
つ
た
。
邦
訳
は
い
ず
れ
も
寿
岳
文
章
氏
責
任
の
由
」
、「
佐

伯
好
郎
博
士

国
際
キ
リ
ス
ト
教
大
学
設
立
委
員
会
に
出
席
の
た
め
七
月
末

上
京
、
八
月
上
旬
帰
広
」
。

同
右

四
六
（
四
三
〇
）
頁

98【
広
島
】

「
新
聞
雑
誌
英
学
一
覧
」
、
「
雑
」

※
「E

nglish

（
第
五
号
）
」
に
は
「
広
島
の
英
文
学
者
（T

.N
.B
.

）
」
と
い
う

論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
一
月
一
日

九
五
巻
一
一
号

三
五
（
四
六
七
）
頁

99【
原
爆
】

「
和
文
英
訳
普
通
科
課
題
」

「
（
一
）
ト
ル
ー
マ
ン
米
大
統
領
は
、
最
近
ソ
連
に
原
子
爆
弾
が
あ
つ
た
と

発
表
し
、
続
い
て
ソ
連
の
タ
ス
通
信
は
す
で
に
一
九
四
七
年
以
来
原
爆
を
も

つ
て
い
た
と
公
表
し
た
。（
朝
日
新
聞
）
（
後
略
）
」

同
右

三
八
（
四
七
〇
）
頁

100【
ヒ
ロ
シ
マ
】

「
新
刊
書
架
」
、
高
村
勝
治
「
「
ヂ
ョ
ン
・
ハ
ー
シ
ー
「
ア

ダ
ノ
の
鐘
」
杉
木
喬
訳
」

「
現
代
の
ア
メ
リ
カ
文
学
界
で
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
以
来
の
す
ぐ
れ
た
新
作
家

と
い
え
ば
ま
ず
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
の
作
者
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
シ
ー
（John

H
ersey

）
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で
、
そ
の
代
表
作
が
こ
の
「
ア
ダ
ノ
の
鐘
」（A

B
ell

for
A
dano,

1944

）
で

あ
る
。（
後
略
）
」

同
右

四
一�

二
（
四
七
三�

四
）
頁

101【
広
島
】

S
.
K
.

「
鵠
沼
通
信
」

「
（
前
略
）
郷
里
広
島
市
西
郊
二
十
日
市
の
町
長
と
し
て
の
校
務
の
傍
ら
支

那
基
督
教
の
研
究
に
い
そ
し
ん
で
居
る
文
博
佐
伯
好
郎
氏
は
、
七
月
三
十
日

に
開
か
れ
る
国
際
キ
リ
ス
ト
教
大
学
創
立
委
員
会
に
列
す
る
た
め
八
年
振
り

に
上
京
し
た
。（
後
略
）
」

同
右

四
三
（
四
七
五
）
頁

102【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
新
博
士
三
人
」

「
（
前
略
）
山
本
博
士
の
学
位
論
文
は

“G
row
th

and
S
ystem

of
the

L
anguage

of
D
ickens”

と
題
さ
れ
、
博
士
が
数
年
来
計
画
中
のD

ickens

L
exicon

の
序
論
で
あ
り
、D

ickens

の
英
語
か
ら

L
exicon

の
方
法
の
基
礎

に
な
る
事
実
を
論
文
に
纏
め
た
も
の
で
あ
つ
た
。
（
中
略
）
東
京
大
学
に
論

文
を
提
出
し
た
の
が
昭
和
十
九
年
七
月
で
、
学
位
授
与
は
前
期
の
通
り
昭
和

二
十
一
年
八
月
で
あ
つ
た
。
博
士
は
明
治
三
十
七
年
大
阪
に
生
れ
、
大
阪
高

校
を
経
て
昭
和
三
年
東
京
大
学
英
文
科
を
卒
業
し
た
。
現
在
は
広
島
大
学
教

授
で
あ
る
。（
後
略
）
」

同
右

四
四
（
四
七
六
）
頁

103【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
福
岡
県
高
校
英
語
科
教
員
再
教
育
講
習
会
」

「
八
月
十
九
日
よ
り
廿
三
日
ま
で
、
福
岡
市
中
央
高
校
に
於
て
催
さ
れ
た
。

講
師
と
題
目
は
、「
英
詩
教
授
と
そ
の
鑑
賞
」（
広
島
文
理
大
、
小
川
二
郎
氏
）
、

「
英
作
文
教
授
法
及
考
査
方
」（
広
島
文
理
大
、
桝
井
迪
夫
氏
）
（
後
略
）
」

一
二
月
一
日

九
五
巻
一
二
号

二
四
（
五
〇
四
）
頁

104【A
-bom

b

】

「H
O
M
E
A
N
D
F
O
R
E
IG
N
N
E
W
S
:
T
R
U
M
A
N
SA
Y
S

R
U
S
S
IA

H
A
S

A
-B
O
M
B
;
H
E

U
R
G
E
S

IN
T
E
R
N
A
T
IO
N
A
L

C
O
N
T
R
O
L

」

※
記
事
本
文
省
略
。

同
右

三
七
（
五
一
七
）
頁

105【atom
ic
bom

bs

原
子
爆
弾
】

「
英
語
ク
ラ
ブ
」
、
市
川
繁
次
郎
「for

there

to
be…

」

「T
he
T
im
es
L
iterary

Supplem
ent,

June
10,

1949,
p.375

に
次
の
よ
う

な
文
が
あ
り
ま
し
た
。
／Since

the
dropping

of
the

atom
ic
bom

bs
on

Japan
in
A
ugust,

1945,
there

have
been

published
so
m
any

books
on

the
structure

of
the

atom
that

it
w
ould

seen
[sic]

to
be
im
possible

for

there
to
be
a
public

sufficiently
interested

to
have

read
them

all.

／

（1945

年

8

月
の
日
本
に
対
す
る
原
子
爆
弾
投
下
以
来
、
原
子
の
構
造
に
就
て
の

非
常
に
多
数
の
書
物
が
出
版
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
全
部
読
ん
だ
と
云
う
程
興

味
を
持
つ
て
い
る
人
々
が
あ
る
と
云
う
事
は
不
可
能
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
）
（
後
略
）
」

一
九
五
〇
年

一
月
一
日

九
六
巻
一
号

二
五
（
二
五
）
頁

106【atom
blast

】

「H
O
M
E
A
N
D

F
O
R
E
IG
N

N
E
W
S
:
2
L
A
R
G
E
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S
IB
E
R
IA
N
R
IV
E
R
S
D
IV
E
R
T
E
D
B
Y
A
T
O
M
B
L
A
S
T
S

」

※
記
事
本
文
省
略
。

同
右

二
五
（
二
五
）
頁

107【atom
ic
arm
am
ent

】

「H
O
M
E
A
N
D
FO
R
E
IG
N
N
E
W
S:
T
E
M
PO
R
A
R
Y

PO
L
IT
IC
A
L
T
R
U
C
E
B
E
T
W
E
E
N
SO
V
IE
T
B
L
O
C
A
N
D
W
E
ST
A
SK
E
D

B
Y
U
N
G
A
H
E
A
D

」

※
ロ
ム
ロ
国
際
連
合
総
会
議
長
が
東
西
両
陣
営
に
政
治
的
休
戦
と
原
子
爆
弾

の
配
備
競
争
の
中
止
を
要
望
し
た
と
い
う
記
事
。

同
右

二
五
（
二
五
）
頁

108【atom
ic

energy

原
子
力
】

「H
O
M
E
A
N
D

F
O
R
E
IG
N

N
E
W
S
:

JA
P
A
N
G
R
A
N
T
E
D
O
K
A
Y
T
O
IM
P
O
R
T
IS
O
T
O
P
E
S
FR
O
M
U
N
IT
E
D

S
T
A
T
E
S

」

※
記
事
内
に“T

he
A
tom
ic
E
nergy

C
om
m
ission”

（
「
原
子
力
委
員
会
」
）
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。

同
右

三
三
（
三
三
）
頁

109【
原
子
爆
弾
】

佐
々
木
高
政
（
担
当
）
「
普
通
和
文
英
訳
練
習
」

※

の
答
案
と
解
説
。

99
同
右

四
一
（
四
一
）
頁

110【
広
島
】

S
.
K
.

「
鵠
沼
通
信
」

※
『
支
那
基
督
教
の
研
究
』
を
上
梓
し
た
佐
伯
好
郎
の
業
績
に
つ
い
て
詳
細

に
述
べ
て
い
る
。

同
右

四
三
（
四
三
）
頁

111【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
米
留
学
に
学
徒
百
名
」

「
総
司
令
部
の
好
意
で
去
る
七
月
教
員
養
成
関
係
の
大
学
教
授
五
十
名
に
ア

メ
リ
カ
留
学
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
が
、
明
年
は
教
員
ば
か
り
で
な
く
公
務

員
そ
の
他
公
共
の
福
祉
に
奉
仕
し
よ
う
と
す
る
学
徒
百
名
に
米
国
留
学
の
機

会
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
旨
二
日
文
部
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
（
中

略
）
第
一
次
の
筆
記
試
験
は
十
二
月
一
日
に
仙
台
、
札
幌
、
東
京
、
名
古
屋
、

京
都
、
広
島
、
福
岡
の
各
大
学
で
行
わ
れ
（
後
略
）
（
「
朝
日
新
聞
」
十
一
月
三

日
報
）
」同

右

四
五
（
四
五
）
頁

112【
長
崎
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
伊
東
勇
太
郎
氏

長
崎
大
学
経
済
学
部
長
に
な
る
。
」

二
月
一
日

九
六
巻
二
号
―
二�

四
（
五
〇
―
二
）
頁

113【H
iroshim

a

】

成
田
成
寿
「
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ア
メ
リ
カ
文
学
」

※John
H
ersey,

H
iroshim

a

へ
の
言
及
が
あ
る
。

同
右

二
七
（
七
五
）
頁

114【atom
arm
s

】

「H
O
M
E
A
N
D
F
O
R
E
IG
N
N
E
W
S
:
A
M
E
R
IC
A
T
O

T
E
S
T
N
E
W
A
T
O
M
A
R
M
S
A
T
E
N
IW
E
T
O
K
IS
L
E

」

※
記
事
本
文
省
略
。

同
右

四
〇
（
八
八
）
頁

115
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【
広
島
】

「
大
会
報
告
」
、
「
日
本
英
文
学
会
第
廿
一
回
大
会
」

※
「
昨
年
十
月
十
五
日
（
土
）
、
十
六
日
（
日
）
の
両
日
、
京
都
同
志
社
大

学
栄
光
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
」
大
会
で
は
「
チ
ョ
ー
サ
ー
に
お
け
る
選

択
・
選
考
の
構
文
に
つ
い
て
（
広
島
高
師
教
授
桝
井
迪
夫
氏
）
」
と
「R

epublica

の
作
者
はN

icholas
U
dall

か
（
広
島
文
理
大
教
授
木
方
庸
助
氏
）
」
が
発
表
し

て
い
る
。

同
右

四
〇
―
一
（
八
八
―
九
）
頁

116【
長
崎
】

「
大
会
報
告
」
、
「
日
本
英
文
学
会
第
二
回
九
州
大
会
」

※
「
特
にE

dm
und

B
lunden

氏
を
迎
え
て
、
十
月
八
（
土
）
、
九
（
日
）
の

両
日
、
九
州
大
学
文
学
部
第
一
番
第
二
番
教
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
」
大

会
で
は
、
「H

ardy

のThe
D
ynasts

に
展
開
せ
ら
れ
た
る
宇
宙
と
人
生
」（
長

崎
女
専
教
授
小
松
茂
平
氏
）
」
が
発
表
し
て
い
る
。

同
右

四
二
―
三
（
九
〇
―
一
）
頁

117【
ヒ
ロ
シ
マ
】

「
片
々
録
」
、N

.
R
.T
.

「
昭
和
二
十
四
年
度
日
本
英
学
界
」

※
「
翻
訳
は
、
司
令
部
許
可
の
も
の
を
加
え
て
、
に
ぎ
や
か
で
あ
つ
た
」
と

あ
り
、
「
石
川
欣
一
・
谷
本
清
ハ
ー
シ
イ
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
、
杉
本
喬
ハ
ー
シ
ー

「
ア
ダ
ノ
の
鐘
」
」
へ
の
言
及
が
あ
る
。

同
右

四
四
（
九
二
）
頁

118【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
広
島
の
英
語
弁
論
大
会
」

「
広
島
高
師
英
語
学
会
主
催
の
第
二
回
中
国
・
四
国
高
校
英
語
弁
論
大
会
は

十
月
二
十
二
日
（
土
）
、
二
十
三
日
（
日
）
の
二
日
間
、
文
化
評
論
社
後
援

の
下
に
付
属
小
学
校
講
堂
に
於
て
開
催
。
英
濠
軍
よ
りM

aj.
J.
M
.
S
m
ail

等
審
判
官
と
し
て
臨
席
し
、
中
国
、
四
国
各
地
よ
り
男
女
生
徒
合
わ
せ
て25

名
以
上
の
選
手
の
参
加
を
み
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。“T

he
M
ost

Im
portant

T
im
e
and

the
M
ost

Im
portant

T
hing”

と
い
う
題
で
発
表
し
た

広
島
女
学
院
佐
々
木
翠
嬢
が
第
一
位
の
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
を
獲
得
し
た
。
因
に

昨
年
度
の
優
勝
校
は
広
島
市
修
道
高
校
で
あ
つ
た
。（
桝
井
迪
夫
氏
投
）
」

同
右

四
十
七
（
九
五
）
頁

119【
広
島
】

広
告
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク

「
無
心
と
経
験
の
歌
」
研

究

広
島
大
教
授

小
川
二
郎
著
」

※
出
版
元
は
京
都
市
の
中
央
図
書
出
版
社
。

三
月
一
日

九
六
巻
三
号

二
八�

三
〇
（
一
二
四�

六
）
頁

120【atom
bom

b

】

吉
田
安
雄
「P

.
O
.
D
.

の
新
版
」

※P
.
O
.
D
.

（
※P

ocket
O
xford

D
ictionary

）
は
「1942

年
に
は
第
四
版
」

が
出
て
い
る
が
「1946

年
に
改
訂
さ
れ
、1947

年
に
修
正
再
版
さ
れ
た
」
。

こ
の
最
新
版
に
お
さ
め
ら
れ
た
新
語
の
中
に
は
「blitzkrieg,

paratroops,

quisling,
D
day,

atom
bom

b

の
よ
う
に
今
度
の
戦
争
の
勃
発
以
降
に
属
す

る
言
葉
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
」
と
い
う
。

同
右

三
四
（
一
三
〇
）
頁

121【
原
子
核
力
】

「
普
通
和
文
英
訳
課
題
」

「
（
前
略
）
（
三
）
二
十
世
紀
の
自
然
科
学
の
最
も
大
き
な
事
件
は
、
い
ま
さ

ら
い
う
ま
で
も
な
く
原
子
核
力
の
解
放
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。（
渡
辺
慧
）
」
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同
右

四
三
―
四
（
一
三
九
―
四
〇
）
頁

122【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
渡
米
留
学
生
決
る
」

※
広
島
か
ら
は
二
名
の
合
格
者
が
出
て
い
る
と
報
じ
て
い
る
が
、
記
事
に
掲

載
さ
れ
た
合
格
者
リ
ス
ト
か
ら
は
「
吉
田
弘
重
（
広
島
高
師
）
」
の
名
前
し

か
判
別
で
き
な
い
。

同
右

四
五
（
一
四
一
）
頁

123【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
池
田
計
三
氏

広
島
大
学
助
教
授
と
な
る
。
」

四
月
一
日

九
六
巻
四
号

三
六
（
一
八
〇
）
頁

124【A
tom
ic
engines

】

「H
O
M
E
A
N
D
FO
R
E
IG
N
N
E
W
S
:
B
R
IT
IS
H

PL
A
N
A
T
O
M
IC
E
N
G
IN
E
S

」

※
記
事
本
文
省
略
。

同
右

三
六
（
一
八
〇
）
頁

125【H
-B
om
s

】

「

H
O
M
E

A
N
D

F
O
R
E
IG
N

N
E
W
S
:
H
-B
O
M
B

P
R
O
D
U
C
T
IO
N
O
R
D
E
R
E
D
B
Y
T
R
U
M
A
N
T
O
IN
S
U
R
E
S
E
C
U
R
IT
Y

」

※
記
事
本
文
省
略
。

同
右

四
六
（
一
九
〇
）
頁

126【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校
英
語
部
」

「
発
足
以
来
二
カ
年
間
、
英
語
劇“S

alom
e,”

“H
am
let”

を
演
じ
て
好
評
を

博
し
た
同
校E

.
S
.
S
.

は
昨
年12

月30

日
機
関
誌Z

ephyr,
N
o.
2

を
発
刊

し
た
。
広
島
大
学
教
授
木
方
庸
助
博
士
の
「
孫
た
ち
に
」
（
中
略
）
等
を
収

め
て
い
る
。（
後
略
）
（Y

.
S

氏
投
）
」

(17)

同
右

四
七
（
一
九
一
）
頁

127【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
加
藤
正
男
氏

広
島
市
、
向
洋
本
町
（
略
）
に
転
居
。
」

五
月
一
日

九
六
巻
五
号

二
六
―
八
（
二
一
八
―
二
〇
）
頁

128【
原
子
核
力
】

小
沢
準
作
（
担
当
）
「
普
通
和
文
英
訳
練
習
」

※

の
答
案
と
解
説
。

121
同
右

三
三
（
二
二
五
）
頁

129【
ヒ
ロ
シ
マ
】

「
新
刊
書
架
」
、K

.T
.

「
シ
ン
ク
レ
ア
・
ル
イ
ス
「
血

(18)

の
宣
言
」（
上
巻
）
滝
口
直
太
郎
訳
」

「
（
前
略
）
ニ
ー
ル
（
※
自
分
が
「
三
十
二
分
の
一
の
黒
人
」
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
主
人
公
）
が
「
血
の
宣
言
」
を
行
う
こ
と
に
は
非
常
な
勇
気
の
い
る
こ

と
だ
つ
た
。
と
同
時
に
、
作
者
が
こ
の
よ
う
な
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ

る
こ
と
に
も
余
程
の
勇
気
が
必
要
で
あ
つ
た
ろ
う
。
老
ル
イ
ス
は
そ
れ
を
敢

行
し
た
。
ル
イ
ス
の
こ
の
よ
う
な
作
家
の
態
度
は
戦
後
ア
メ
リ
カ
文
学
界
の

主
要
な
方
向
と
し
て
注
目
さ
れ
て
よ
い
も
の
で
、
例
え
ば
、
「
月
沈
み
ぬ
」

の
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
、
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
の
ハ
ー
シ
ー
な
ど
の
理
想
主
義
と
ル

イ
ス
の
こ
れ
を
相
照
し
あ
う
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
。（
後
略
）
」

同
右

三
六
（
二
二
八
）
頁

130【H
iroshim

a
】

「
片
々
録
」
、
「H

iroshim
a
Jogakuin

E
nglish

T
eacher's

S
ociety

O
rganized

」



88

「T
he
Jogakuin

E
nglish

T
eachers'S

ociety
(JE
T
S
)
w
as
new

ly
organized

and
held

its
inaugural

m
eeting

on
Jan.

26th.
It
is
com

posed
of
all
the

E
nglish

teachers,
both

A
m
erican

and
Japanese,

23
in
all,

of
the

w
hole

institution,
that

is,
the

Junior
and

Senior
H
igh

S
chools

and
the

C
ollege

of
the

H
iroshim

a
Jogakuin

com
bined.

A
t
the

m
eeting

M
iss
T
hom

as,
of

the
C
ollege,

spoke
on
“H
ow
can

w
e
im
prove

our
teaching

of
E
nglish

as

a
second

language?”
and

D
r.
M
atsum

oto,
P
resident

of
the

Jogakuin,
on

som
e
of
the

im
pressions

he
had

got
of
those

w
ith
w
hom

he
had

com
e

into
contact

w
hile

on
his
recent

visit
to
A
m
erica.

（M
.
K
.

投
）
」

六
月
一
日

九
六
巻
六
号

二
二
（
二
五
四
）
頁

131【H
iroshim

a

】

F.
H
.
R
.

「
米
英
消
息
」
、
「John

H
ersey

の
最
近
作
」

「A
B
ell
for
A
dano,

H
iroshim

a

の
作
者John

H
ersey

が
最
近
第
三
作The

W
all

（632pp.
K
nopf.

$4

）
を
出
し
た
。
こ
れ
は
独
軍
のW

arsaw

侵
入
時
、

市
の
一
角
に
囲
ま
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
の
苦
難
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が

（
中
略
）
こ
れ
はH

ersey

の
失
敗
作
だ
と
見
る
人
も
あ
る
。（
中
略
）A

B
ell
for

A
dano

に
し
ろ
、H

iroshim
a

に
し
ろ
、
事
実
を
小
説
的
に
扱
う
こ
と
に
よ

つ
て
す
ば
ら
し
い
成
功
を
収
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
扱
わ
れ
た
事
実

が
人
人
の
眼
前
の
問
題
で
あ
つ
た
り
、
も
つ
と
も
関
心
を
ひ
か
れ
て
い
る
問

題
で
あ
つ
た
り
し
た
場
合
に
こ
そ
得
ら
れ
た
成
功
で
、
今
で
は
前
二
作
と
も

大
分
光
彩
を
失
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
こ
の
第
三
作
で
あ
る
が
、
こ
の

小
説
に
扱
わ
れ
て
い
る
事
実
が
す
で
に
古
い
。
（
中
略
）
作
者
の
限
界
を
こ

こ
に
や
や
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
」

七
月
一
日

九
六
巻
七
号

三
六
（
三
〇
八
）
頁

132

【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
大
阪
女
子
大
学
英
米
文
学
研
究
会
発
会
」

※
「
大
阪
女
子
大
学
で
は
、
同
学
卒
業
生
を
中
心
と
し
て
、
一
般
女
性
の
た

め
英
米
文
学
研
究
会
を
開
く
」
こ
と
に
な
っ
た
が
、
五
月
七
日
の
「
発
会
記

念
講
演
会
」
に
は
「
広
島
大
学
教
授
、
大
阪
女
子
大
講
師
山
本
忠
雄
氏
の
「
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
デ
ィ
ケ
ン
ズ
」
」
と
い
う
講
演
も
含
ま
れ
て
い
た
。

同
右

三
七
（
三
〇
九
）
頁

133【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
東
田
千
秋
氏

広
島
県
安
佐
郡
祇
園
町
（
略
）
へ
転
居
」

八
月
一
日

九
六
巻
八
号

二
九
（
三
四
一
）
頁

134【
原
爆
】

「
普
通
和
文
英
訳
課
題
」

「
（
前
略
）
（
三
）
原
爆
は
生
き
の
こ
つ
た
人
々
の
精
神
か
ら
、
永
遠
と
い
ふ

観
念
を
拭
ひ
去
る
。
こ
れ
は
人
類
が
今
日
ま
で
孜
々
と
し
て
築
い
た
文
化
を

亡
ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
、
万
一
生
き
の
こ
つ
た
人
間
を
も
変
へ
て
、
全
く
の

動
物
に
し
て
し
ま
ふ
。（
芹
沢
光
治
良
）
」

同
右

三
三
（
三
四
五
）
頁

135【
広
島
】

喜
安
璡
太
郎
「
鵠
沼
通
信
」

※
喜
安
が
自
分
の
郷
里
で
あ
る
松
山
の
伊
予
郡
岡
田
村
に
戻
る
と
「
甥
や
姪

は
二
十
余
人
も
集
ま
つ
て
く
れ
た
。
広
島
に
学
ぶ
者
も
、
吹
田
に
勤
め
て
る

者
も
帰
っ
て
来
て
く
れ
た
」
と
い
う
。

同
右

三
七
（
三
四
九
）
頁

136【
長
崎
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」
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「
松
尾
勝
氏

長
崎
市
の
活
水
女
子
大
学
教
授
、
学
部
長
と
な
り
、
英
文
学

を
担
当
。
」

同
右

三
八
（
三
五
〇
）
頁

137【
水
素
爆
弾
】

「
新
聞
雑
誌
英
学
一
覧
」
、
「
雑
」

※
「C

urrent
of
the

W
orld

（
六
月
号
）
」
に
「
水
素
爆
弾
の
原
理
を
め
ぐ
つ

て
」（
福
田
邦
三
）
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

九
月
一
日

九
六
巻
九
号

一
九
（
三
七
一
）
頁

138【
原
子
兵
器
】

矢
島
太
一
「
世
界
の
中
の
日
本

対
日
講
話
問
題
（3

）

国
防
省
の
見
解
」

「
（
前
略
）
米
国
政
治
外
交
評
論
界
の
最
高
権
威W

alter
L
ippm

ann

氏
の
つ

ぎ
の
見
解
は
、
と
も
か
く
き
わ
め
て
自
明
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
原
子
兵

器
の
時
代
に
お
い
て
、
日
本
に
お
け
る
基
地
の
要
求
は
、
海
軍
基
地
用
の
港

湾
や
飛
行
場
用
の
一
部
の
土
地
の
借
受
け
と
い
う
形
式
に
よ
る
、
旧
式
の
租

借
権
に
よ
つ
て
充
足
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
（
中
略
）
日
本
の
よ
う
な
国

を
、
原
子
時
代
に
お
け
る
軍
事
的
資
産
た
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
全
領

土
、
全
国
民
、
お
よ
び
政
府
に
対
す
る
最
高
の
管
理
権
を
持
つ
こ
と
が
必
要

だ
。
」（
後
略
）
」

同
右

二
五
―
六
（
三
七
七
―
八
）
頁

139【
原
子
爆
弾
】

菅
原
清
治
「
戦
中
戦
後
の
英
国
読
書
界
傾
向
」

※
戦
後
の
サ
マ
セ
ッ
ト
・
モ
ー
ム
、
オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ク
ス
リ
ー
、
イ
ブ
リ
ン
・

ウ
ォ
ー
等
の
作
品
が
「
物
質
文
明
は
原
子
爆
弾
を
発
明
す
る
ま
で
に
進
歩
し

て
い
る
の
に
、
精
神
文
明
は
そ
れ
に
伴
わ
な
い
」
こ
と
の
悲
劇
を
演
じ
て
い

る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
原
子
爆
弾
、
毒
ガ
ス
、
細
菌
な
ど
、
近
代
科

学
の
所
産
で
あ
る
大
量
的
な
殺
戮
に
役
立
つ
あ
ら
ゆ
る
武
器
を
駆
使
し
て
行

わ
れ
る
第
三
次
世
界
大
戦
を
、
更
に
そ
の
後
来
る
神
に
対
し
て
悪
魔
が
勝
利

を
得
る
に
至
る
と
い
う
妖
し
く
も
残
忍
極
ま
る
世
界
」
を
描
い
た

A
ldous

H
uxley

のA
pe
and

E
ssence

に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

同
右

三
八
（
三
九
〇
）
頁

140【
広
島
】

「
各
大
学
英
文
科
卒
業
論
文
題
目
」
、
「
広
島
文
理
大
」

※F
este

and
D
ogberry:

Study
of
S
hakespearean

H
um
our

（
阿
部
万
亀

男
）
、T

he
R
eal
in
T
ess
of
the
D
'urbervilles

（
島
津
昭
）
、O

n
M
ark

T
w
ain's

The
A
dventure

of
H
uckleberry

F
inn

（
関
卓
雄
）
、N

ature
in
W
ordsw

orth's

Poem
s

（
水
島
潔
）
、O

n
W
ortdsw

orth

（
堂
山
浩
）
、T

hom
as
H
ardy:

A
S
tudy

of
H
is
T
w
o
T
ragedies

（
塚
野
耕
）
、A

S
tudy

of
C
harles

D
ickens,

C
hiefly

on
the

C
haracter

in
H
is
E
arlier

W
orks

（
瀬
戸
勝
美
）
、A

S
tudy

of
the

N
igger

of
the
“N
arcissus”

（
鈴
木
朗
）
、A

S
tudy

of
D
avid's

C
haracter

（
奥

田
俊
作
）
、A

S
tudy

of
P
aradise

L
ost

（
大
井
上
滋
）
、T

he
W
orld

of
D
ickens

（
乾
勇
）
、A

S
tudy

of
the
C
haracter-D

raw
ing

in
D
avid

C
opperfield

（
伊

藤
忠
也
）
、A

S
tudy

of
H
am
let

（
以
倉
隆
）
、O

n
K
eat's

Poem
s

（
横
山
彰
）
、

W
ashington

Irving
S
een

through
the
Sketch

B
ook

（
下
村
登
）

一
〇
月
一
日

九
六
巻
一
〇
号

二
七�

八
（
四
一
九�

二
〇
）
頁

141【
原
子
爆
弾
】

小
沢
準
作
（
担
当
）
「
普
通
和
文
英
訳
練
習
」

※

の
解
答
と
解
説
。

134
一
一
月
一
日

九
六
巻
一
一
号

二
二
（
四
五
四
）
頁

142
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【atom
ic
bom

bs

】

「H
O
M
E
A
N
D
FO
R
E
IG
N
N
E
W
S
:
A
M
E
R
IC
A
N

V
E
T
S
A
PP
R
O
V
E
U
S
E
O
F
A
T
O
M
IC
B
O
M
B
S

」

※
記
事
本
文
省
略
。

同
右

三
五
（
四
六
七
）
頁

143【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
日
本
英
文
学
会
中
国
四
国
大
会
」

「
日
本
英
文
学
会
第
三
回
中
国
四
国
大
会
は
、
十
一
月
十
一
日
（
土
、
午
後

一
時
よ
り
）
と
、
十
二
日
（
日
、
午
前
九
時
よ
り
）
の
両
日
、
広
島
市
東
千
田

町
広
島
大
学
（
広
島
文
理
科
大
学
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。（
後

略
）
」

同
右

三
五
（
四
六
七
）
頁

144【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
第
三
回
渡
米
留
学
生
選
抜
要
項
」

「
総
司
令
部
の
好
意
に
よ
る
第
三
回
渡
米
留
学
生
の
許
可
が
九
月
五
日
文
部

省
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
（
中
略
）
（
五
）
申
込
及
び
試
験
場

文
部
省
大
学
学

術
局
庶
務
課
、
北
海
道
、
東
北
、
名
古
屋
、
京
都
、
広
島
、
九
州
、
金
沢
の

各
大
学
。
」

同
右

三
七
（
四
六
九
）
頁

145【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
福
原
麟
太
郎
氏

七
月
卅
日
よ
り
八
月
八
日
ま
で
郷
里
広
島
県
へ
帰
省
し

た
。
」同

右

三
七
（
四
六
九
）
頁

146【
広
島
】

「
各
大
学
（
旧
制
）
英
文
科
講
義
題
目
」
、
「
広
島
文
理
大
」

※C
haucer:

C
anterbury

T
ales

演
習
、H

enry
M
edw

all:
F
ulgens

and

L
ucres

演
習
、
英
国
演
劇
史
講
義
、
文
学
概
論
、S

heridan:
T
he
School

for

Scandal

演
習
、
以
上
木
方
庸
助
担
当
、
各
週
二
時
間
。M

ilton:
P
aradise

L
ost

演
習
、A
rnold:

E
ssays

in
C
riticism

講
読
、
英
語
学
序
論
、
言
語
学
講
義
、

以
上
山
本
忠
雄
担
当
、
各
週
二
時
間
。S

hakespeare:
O
thello

演
習
、

B
lunden:

O
ne
H
undred

P
oem

s

講
読
、
英
文
学
史
講
義
、
以
上
小
川
二
郎

担
当
、
各
週
二
時
間
。K

eats:
E
ndym

ion

講
読
、L

am
b:
E
ssays

of
E
lia

講

読
、D

ickens:
T
he
O
ld
C
uriosity

Shop

講
読
、
以
上
福
田
民
男
担
当
、
各

週
二
時
間
。

一
二
月
一
日

九
六
巻
一
二
号

一
九
（
四
九
一
）
頁

147【
原
子
爆
弾
】

矢
島
太
一
「
世
界
の
中
の
日
本
」
、
「
対
ソ
予
防
戦
争
論

予
防
戦
争
論
議
」

※
予
防
戦
争
論
に
対
し
て
は
、
「
原
子
爆
弾
で
ロ
シ
ヤ
を
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
出

来
る
と
い
う
仮
定
は
見
当
違
い
で
あ
る
」
云
々
と
い
う
強
い
反
対
意
見
が
あ

る
と
い
う
。

一
九
五
一
年

一
月
一
日

九
七
巻
一
号

三
八
（
三
八
）
頁

148【
原
子
力

水
素
爆
弾
】

「
高
等
和
文
英
訳
課
題
」

「
原
子
力
と
い
ふ
も
の
が
、
人
間
の
知
恵
や
技
術
や
操
作
に
よ
つ
て
現
実
的

に
そ
の
偉
力
を
示
さ
れ
、
ま
た
近
頃
で
は
水
素
爆
弾
の
性
能
が
い
ろ
い
ろ
に

伝
へ
ら
れ
る
の
を
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
て
ゐ
る
う
ち
に
、
地
球
と
い
ふ
も

の
が
、
私
に
は
ど
う
か
と
す
る
と
掌
の
上
に
乗
る
ほ
ど
の
小
さ
さ
に
感
じ
ら
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れ
る
と
き
が
あ
る
の
だ
つ
た
。
／
こ
れ
ま
で
の
も
の
は
、
爆
撃
と
云
つ
た
と

こ
ろ
で
、
地
図
の
上
で
の
そ
の
一
弾
の
被
害
は
針
の
先
で
突
い
た
ほ
ど
の
も

の
で
あ
つ
た
の
に
、
水
素
爆
弾
で
は
一
寸
し
た
マ
ー
ク
が
つ
け
ら
れ
る
。
し

か
も
、
そ
の
装
填
の
仕
方
に
よ
つ
て
は
殆
ど
い
く
ら
で
も
と
云
つ
て
よ
い
ほ

ど
影
響
力
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
ふ
の
だ
か
ら
、
そ
の
汚
点
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
地
球
の
表
面
を
覆
ふ
と
す
れ
ば
…
と
い
ふ
考
え
方
も
、
そ

れ
ほ
ど
唐
突
な
こ
と
で
は
な
か
つ
た
。
（
由
起
し
げ
子
）
」

同
右

四
三
（
四
三
）
頁

149【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
日
本
英
文
学
会
中
国
四
国
大
会
」

「
日
本
英
文
学
会
第
三
回
中
国
四
国
大
会
は
、
十
一
月
十
一
日
（
土
）
、
十

二
日
（
日
）
の
両
日
、
広
島
大
学
広
島
文
理
科
大
学
で
行
わ
れ
た
。
来
会
者

は
二
百
数
十
名
あ
り
、
諸
氏
に
よ
る
研
究
発
表
の
ほ
か
、G

.
S
.
Fraser

氏
、

木
方
庸
助
氏
（
「S

t.
G
eorge

劇
と
獅
子
舞
」
）
、
矢
野
峰
人
氏
（
「
外
国
文
学
研
究

の
態
度
」
）
な
ど
の
特
別
講
演
が
あ
り
（
中
略
）
（
※
二
日
目
の
）
午
後
六
時
か

ら
は
、
広
島
高
師
英
語
科
学
生
に
よ
る
英
語
劇‘

Justice
’

が
、
皆
実
分

校
講
堂
に
お
い
て
公
開
さ
れ
た
。
」

二
月
一
日

九
七
巻
二
号

四
二
（
九
〇
）
頁

150【
広
島
】

S.
K
.

「
鵠
沼
通
信
」

「
（
前
略
）
今
年
へ
入
つ
て
広
島
大
学
の
小
川
二
郎
氏
の
「
ウ
イ
リ
ア
ム
・

ブ
レ
イ
ク
の
無
心
と
経
験
の
歌
研
究
」
が
京
都
の
中
央
図
書
出
版
会
社
か
ら

出
た
。
菊
判
三
百
頁
（
値
三
百
五
十
円
）
。
立
派
な
装
丁
の
書
物
で
あ
る
。

／
広
島
か
ら
出
る
季
刊
誌E

nglish

第
二
号
に
小
川
氏
の
書
い
たO

.
H
enry

のT
he
G
ift
of
the

M
agi

の
研
究
を
読
ん
で
私
は
大
い
に
啓
発
さ
れ
て
か

ら
小
川
氏
の
書
く
も
の
を
特
に
注
意
し
て
読
む
こ
と
に
な
り
、
こ
の
新
著
ブ

レ
イ
ク
研
究
は
貪
る
よ
う
に
一
気
に
読
ん
だ
。（
後
略
）
」

同
右

四
四
（
九
二
）
頁

151【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
京
大
英
文
学
会
講
演
会
」

※
「
京
大
英
文
学
会
で
は
、
去
る
十
一
月
廿
三
日
（
木
）
午
後
一
時
よ
り
、

同
大
学
文
学
部
第
七
教
室
に
於
て
、
終
戦
後
第
一
回
の
講
演
会
を
開
催
し
た
」

が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
「
マ
ー
ヴ
ェ
ル
の
『
ガ
ー
デ
ン
』
に
就
て
」
（
広
島

大
、
御
与
員
三
氏
）
」
と
い
う
講
演
が
あ
っ
た
。

同
右

四
五
（
九
三
）
頁

152【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
佐
伯
好
郎
博
士

ド
イ
ツ
文
学
の
登
張
竹
風
氏
と
と
も
に
、
文
化
功
労
に

よ
り
広
島
市
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。
」

同
右

四
六
（
九
四
）
頁

153【
広
島
】

「
新
聞
雑
誌
英
学
一
覧
」
、
「
評
論
及
び
講
話
」

※
『
（
広
島
女
子
短
大
）
研
究
紀
要
（
第
一
集
）
』
に
大
原
三
八
雄
「
書
簡
体

文
学
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。

三
月
一
日

九
七
巻
三
号

二
八
―
九
（
一
二
四
―
五
）
頁

154【
原
子
爆
弾
】

矢
島
太
一
「
共
産
主
義
陣
営
の
戦
力
（
世
界
の
中
の
日
本
）
」

※
ソ
連
の
現
有
兵
器
に
は
二
〇
―
五
個
の
原
子
爆
弾
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い

う
記
述
が
あ
る
。
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同
右

三
二
―
四
（
一
二
八
―
三
〇
）
頁

155【
原
子
力

水
素
爆
弾

atom
ic
energy

H
-B
om
b

】

伊
地
知
純
正
（
担
当
）
「
高
等
和
文
英
訳
練
習
」

※

の
答
案
と
解
説
。

148
同
右

四
三
―
四
（
一
三
九
―
四
〇
）
頁

156【
広
島
】

「
片
々
録
」
、N

.
R
.
T
.

「
昭
和
二
十
五
年
度
日
本
英
文
学
界
」

「
（
前
略
）
日
本
英
文
学
会
の
大
会
は
東
京
の
青
山
学
院
大
学
で
開
か
れ
、

支
部
大
会
は
九
州
、
広
島
、
仙
台
な
ど
で
も
よ
お
さ
れ
た
。
（
中
略
）
新
博

士
と
し
て
慶
応
の
厨
川
文
夫
、
広
島
大
学
の
小
川
二
郎
両
氏
が
あ
る
。
（
後

略
）
」

同
右

四
四
―
五
（
一
四
〇
―
一
）
頁

157【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
佐
伯
博
士
「
景
教
」
を
自
費
出
版
」

「
現
在
広
島
県
佐
伯
郡
廿
日
市
町
と
い
う
小
さ
な
海
岸
町
の
町
長
を
つ
と
め

て
い
る
同
博
士
は
既
に
八
十
歳
の
高
齢
、
景
教
（
ネ
ス
ト
リ
ア
ン
教
）
研
究

で
は
世
界
的
な
大
学
者
、
終
戦
直
後
、
長
年
心
血
を
注
い
で
研
究
し
た
景
教

の
貴
重
な
成
果
を
英
文
で
綜
合
出
版
す
る
こ
と
を
思
い
立
つ
た
が
、
こ
の
種

の
論
文
出
版
を
心
よ
く
引
受
け
て
く
れ
る
出
版
社
が
な
い
の
で
同
博
士
は
出

版
資
金
を
つ
く
る
た
め
一
生
か
ゝ
つ
て
集
め
た
蔵
書
三
千
六
百
冊
（
洋
書
五

百
冊
、
漢
籍
三
千
百
冊
の
完
全
な
景
教
研
究
文
献
）
を
手
放
す
こ
と
に
決
心
、

東
京
都
下
三
鷹
市
に
建
設
中
の
国
際
キ
リ
ス
ト
教
大
学
に
六
十
五
万
円
で
譲

る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
つ
て
論
文
集
（
英
文
）
は
間
も
な
く
出
版
さ
れ

る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。（
後
略
）
（
東
京
新
聞
十
二
月
卅
日
報
）
」

同
右

四
五
（
一
四
一
）
頁

158【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
福
原
麟
太
郎
氏

一
月
六
日
よ
り
十
一
日
ま
で
広
島
県
へ
帰
省
し
た
。
」

同
右

四
七
（
一
四
三
）
頁

159【
広
島
】

広
告
「
研
究
社

講
座

全24

巻
書
目
」

※
第
二
回
発
売
は
第

10

巻
『
デ
ィ
ッ
ケ
ン
ズ
の
英
語
』（
広
島
大
学
教
授

山
本
忠
雄
著
）
が
発
売
中
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
(19)

四
月
一
日

九
七
巻
四
号

四
四
―
五
（
一
八
八
―
九
）
頁

160【H
iroshim

a

】

「
片
々
録
」
、
「N

ew
s
from

H
iroshim

a
Jogakuin

」

「JE
T
S
(Jogakuin

E
nglish

T
eachers'

S
ociety)

m
et
last

Sptem
ber

[sic]
to

hear
P
rof.

K
uw
ada

talk
on

“H
ow

T
hey

S
tudy

S
hakespeare

in
an

A
m
erican

C
ollege.”

E
nglish

Speaking
Society

presented
the

court
scene

of
T
he
M
erchant

of
V
enice

as
part

of
the

C
ulture

F
estival

program
m
e.

T
he
sam

e
society

published
the

first
edition

of
the

m
onthly

college

new
spaper,

T
he
T
orch,

in
E
nglish,

under
the

students'
ow
n
editorship

and
m
anagem

ent.
N
ew
ly
organized

E
nglish

L
iterary

S
ociety

of
the

college
students

held
its

inaugural
m
eeting

on
13th

of
N
ovem

ber,

centenary
of
R
.
L
.
S
tevenson,

w
ith
M
r.
K
ato

giving
a
talk

on
the

style,

and
M
isses

A
shiw

a
and

K
em
uyam

a
on
life

and
w
orks,

of
the

author.

T
he
society

held
its
m
eeting

for
D
ecem

ber
in
the

hall
of
the

C
IE

L
ibrary

here,
P
rof.

Im
aishi

talking
on

H
ardy

and
M
isses

A
be
and

F
ujishim

a
on
his
w
orks.

(M
.K
.)

（
※
加
藤
正
男
）
」
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五
月
一
日

九
七
巻
五
号

五
―
七
（
一
九
七
―
九
）
頁

161【atom
ic

bom
b

原
爆
】

加
納
秀
夫
「
ハ
ー
バ
ー
ト
・
リ
ー
ド
の
「
平

和
教
育
論
」（
上
）
」

「
（
前
略
）
彼
に
と
つ
て
、
現
在
の
戦
争
が
人
類
を

annihilate

す
る
苛
烈
さ

を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
む
ろ
ん
で
あ
る
が
、atom

ic
bom

b

を
使
用
す

る
次
の
戦
争
が
原
爆
す
る
と
こ
ろ
に
は
既
に
国
土
の
抹
殺
（obliteration

）
し

か
な
い
。
し
か
も
近
接
す
る
大
陸
基
地
か
ら
の
原
爆
目
標
と
な
る
島
国
に
お

い
て
は
、
こ
の
危
険
は
大
き
い
。
「
こ
の
新
兵
器
が
も
つ
と
も
効
果
を
持
つ

の
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
日
本
の
よ
う
に
、
比
較
的
ま
と
ま
つ
た
小
さ
い
国
で
あ

る
。
」
し
た
が
つ
て
戦
争
は
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
考
え
ら
れ
な
い
の

で
あ
る
。（
後
略
）
」

同
右

二
四
（
二
一
六
）
頁

162【a-bom
b

】

「H
O
M
E
A
N
D
F
O
R
E
IG
N
N
E
W
S
:
E
IS
E
N
H
O
W
E
R
V
IE
W

A
IR
E
D
D
U
R
IN
G
T
A
L
K
O
N
U
S
E
O
F
A
-B
O
M
B

」

※
記
事
本
文
省
略
。

同
右

三
〇
―
一
（
二
二
二
―
三
）
頁

163【
原
子
爆
弾

水
素
爆
弾

広
島

長
崎
】

矢
島
太
一
「
民
主
主
義
米
国

の
戦
力
（
世
界
の
中
の
日
本
）
」

※
ア
メ
リ
カ
の
戦
力
に
つ
い
て
、
原
子
爆
弾
は
三
五
〇
―
七
五
〇
個
あ
る
、

そ
し
て
「
最
近
生
産
の
原
子
爆
弾
は
、
広
島
、
長
崎
で
使
つ
た
も
の
ゝ
の120

倍
の
偉
力
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
水
素
爆
弾
は
ま
だ
大
規
模
実
験
の

域
を
脱
し
て
い
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

同
右

三
三
（
二
二
五
）
頁

164【
放
射
能
】

F
.
H
.
R
.

「
米
英
消
息
」
、
「A

rth
u
r
K
oestler

の
新
作
」

「
わ
が
国
で
も
翻
訳
が
で
たD

arkness
at
N
oon

の
作
者A

rthur
K
oestler

がThe
A
ge
of
L
onging

（362
pp.

M
acm

illan.
$3.

50

）
と
い
う
新
し
い
小
説

を
書
い
た
。
所
は

P
aris

で
、
時
は

1950

年
代
の
半
ば
。
西
欧
と

“C
om
m
onw

ealth
of
F
reedom

loving
P
eople”

（
ソ
連
）
と
の
戦
争
は
今
や

旦
夕
に
迫
つ
て
い
る
。
携
帯
用
ガ
イ
ガ
ー
測
数
管
（G

eiger-counter

）
や
放

射
能
除
け
の
傘
が
町
の
ど
の
店
に
も
売
つ
て
い
る
。（
後
略
）
」

同
右

四
三
（
二
三
五
）
頁

165【
放
射
線
】

「
片
々
録
」
、R

.
F
.

「
英
学
時
評
」

「
鈴
木
文
史
朗
氏
が
な
く
な
つ
た
。
（
中
略
）
最
近
は
東
京
新
聞
の
放
射
線

の
筆
者
の
一
人
で
あ
つ
た
そ
う
だ
が
、
ど
こ
ま
で
も
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
る

こ
と
を
楽
し
み
た
く
、
又
、
新
聞
に
よ
つ
て
世
間
に
呼
び
か
け
る
こ
と
の
重

要
性
を
信
じ
て
い
ら
れ
た
に
相
違
な
い
。（
後
略
）
」

同
右

四
五
（
二
三
七
）
頁

166【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「H

.
H
.
C
ollins

氏
逝
く
」

「
も
と
広
島
高
師
、
広
島
文
理
大
英
語
講
師
で
、
現
ハ
ワ
イ
大
学
教
授H

.
H
.

C
ollins

氏
は
、
二
月
二
十
二
日
突
然
逝
去
し
た
、
享
年
六
十
二
歳
。
氏
は

在
日
二
十
五
年
、
英
語
教
育
に
於
け
る
功
に
よ
り
、
勲
四
等
を
授
け
ら
れ
て

い
た
。（
中
略
）
（
小
川
二
郎
氏
報
）
」

同
右

四
五
―
六
（
二
三
七
―
八
）
頁

167【
広
島
】

「
各
大
学
英
文
科
卒
業
生
論
文
題
目
」
、
「
広
島
文
理
大
」
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※A
Study

of
M
atthew

A
rnold

and
his

C
riticism

（
井
内
彰
）
、A

S
tudy

on
R
.
W
.
E
m
erson's

E
arlier

L
ife

（
糸
藤
洋
）
、O

n
G
eorge

E
liot's

T
hought

Seen
in
her

earlier
w
orks;

C
hiefly

in
The

M
ill
on
the
F
loss

（
河
毛
準
）
、

Pater's
H
um
anism

in
M
arius

the
E
picurian

（
川
田
光
子
）
、A

Study
of
G
.

B
.
Shaw

's
V
iew

of
L
ife:

C
hiefly

in
M
an
and

Superm
an

（
北
村
隆
司
）
、A

S
tudy

on
D
.
H
.
L
aw
rence

（
児
島
格
二
）
、Panta

R
ei
-
A
Study

of
S
helley's

P
oem

s
--

（
佐
々
木
淳
子
）
、A

S
tudy

of
W
illiam

S
aroyan

and
his
P
lays

（
定

地
豊
）
、A

Stylistic
S
tudy

of
D
avid

C
opperfield

（
陳
崎
克
博
）
、S
om
e

thoughts
on
W
hitm

an's
life

and
character

（
田
丸
成
三
）
、O

n
W
.
M
orris'

S
ocialism

（
中
内
正
夫
）
、B

yron
and

his
L
ater

P
oetry

（
永
井
治
）
、T

hom
as

H
ardy

S
een

T
hrough

Tess
of
the

D
'U
rbervilles

（
原
田
正
雄
）
、Som

e

A
spects

of
D
ickens'

E
nglish

（
広
谷
覚
）
、O

n
T
hackeray's

V
iew

of
L
ife

（
吉
岡
光
雄
）
、A

n
A
pproach

to
K
eats's

Poetry
（
輪
延
誠
司
）

六
月
一
日

九
七
巻
六
号

三
三
（
二
七
三
）
頁

168【
原
子
爆
弾
】

矢
島
太
一
「
西
欧
民
主
主
義
の
戦
力
（
世
界
の
中
の
日
本
）
」

※
「
元
フ
ラ
ン
ス
首
相
レ
イ
ノ
ー
氏
」
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
「
原
子
爆
弾

の
大
量
貯
蔵
に
よ
つ
て
支
持
さ
れ
る

60

コ
の
師
団
を
」
持
つ
こ
と
で
東
側

に
対
抗
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

同
右

四
五
（
二
八
五
）
頁

169【
ヒ
ロ
シ
マ
】

「
片
々
録
」
、
「
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
の
国
内
販
売
」

「John
H
ersey:

H
iroshim

a

の
原
書
（B

6
-
118

頁
、
本
ク
ロ
ー
ス
表
紙
上
製

本
）
が
、
東
京
千
代
田
区
富
士
見
町
法
政
大
学
出
版
局
を
通
じ
て
、
特
別
に

日
本
国
内
へ
販
売
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、N

o
m
ore

H
iroshim

as

運
動
に

寄
与
し
、
世
界
の
平
和
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
原
発
行
所

K
nopf

社
の
篤

志
に
よ
る
も
の
で
、
値
段
も
原
定
価$1.75

の
も
の
を
特
に
二
百
円
で
、
採

算
を
度
外
視
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。
教
科
書
な
ど
に
使
用
の
た
め
の
一
括

注
文
に
は
、
更
に
特
別
考
慮
が
払
わ
れ
る
由
で
あ
る
。
」

同
右

四
五
（
二
八
五
）
頁

170【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
木
方
庸
助
氏

広
島
文
理
大
を
辞
し
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
専
任
教
授
と

な
る
。
住
所
（
略
）
。
な
お
広
島
文
理
大
に
は
講
師
と
し
て
出
講
」
、
「
山
本

忠
雄
博
士

広
島
文
理
科
大
学
を
辞
し
、
関
西
大
学
教
授
と
な
る
」
。

七
月
一
日

九
七
巻
七
号

四
四
（
三
三
二
）
頁

171【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
小
川
二
郎
氏
文
博
と
な
る
」

「
広
島
文
理
大
教
授
小
川
二
郎
氏
は
『
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
「
無
心
と

経
験
の
歌
」
研
究
』
の
論
文
を
以
て
文
学
博
士
の
学
位
を
授
け
ら
れ
た
。（
中

略
）
博
士
は
明
治
三
十
六
年
大
阪
市
に
生
ま
れ
、
大
阪
市
岡
中
学
を
経
て
、

大
正
十
一
年
、
広
島
高
師
文
科
二
部
（
英
語
科
）
に
入
学
、
同
十
五
年
卒
業

と
同
時
に
和
歌
山
県
海
草
中
学
に
奉
職
、
次
い
で
広
島
高
師
付
属
中
学
へ
転

じ
、
昭
和
六
年
広
島
文
理
科
大
学
英
文
科
入
学
、
同
九
年
卒
業
、
以
後
同
大

学
の
助
手
、
助
教
授
を
経
て
、
現
在
は
同
学
英
文
科
主
任
教
授
。
」

同
右

四
五
（
三
三
三
）
頁

172【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
原
民
喜
氏

作
家
（
三
田
文
学
同
人
）
慶
大
英
文
科
卒
、
三
月
十
三
日
自

殺
」
、
「
桝
田
迪
夫
氏

広
島
文
理
科
大
学
助
教
授
と
な
る
」
、
「
小
川
二
郎
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氏

広
島
文
理
大
学
英
文
科
主
任
教
授
と
な
る
」
、
「
山
本
忠
雄
氏

住
所

（
略
）
。
六
月
号
に
「
広
島
文
理
科
大
学
を
辞
し
、
関
西
大
学
教
授
と
な
る
。
」

と
あ
る
は
誤
り
に
つ
き
「
広
島
文
理
大
教
授
、
関
西
大
学
は
講
師
。
」
と
謹

ん
で
訂
正
致
し
ま
す
」
。

同
右

四
六
（
三
三
四
）
頁

173【H
ydrogen

bom
b

】

「
新
聞
雑
誌
英
学
一
覧
」
、
「
英
文
」

※
「C

urrent
of
the

W
orld

（
五
月
号
）
」
に“W

orld
C
onscience

and
T
he

H
ydrogen

B
om
b”
[by

G
.
Stephens

S
pinks]

と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。八

月
一
日

九
七
巻
八
号

三
四
（
三
七
〇
）
頁

174【atom
ic
age

】

広
告
「
時
事
英
語
研
究

八
月
」

※
「B

ertrand
R
ussel

のB
B
C

演
説
三
篇:

―
L
iving

in
an
A
tom
ic
A
ge;

P
resent

P
erplexities;

O
bsolete

Ideas.

」
と
あ
る
。

同
右

四
三
（
三
七
九
）
頁

175【
（
広
島
）
】

「
片
々
録
」
、
「
日
本
英
文
学
会
第
二
十
三
回
大
会
」

「
今
期
は
六
月
二
日
、
三
日
。
開
催
地
は
豊
中
市
の
北
郊
に
あ
る
大
阪
大
学

文
学
部
。（
後
略
）
」

※
こ
の
大
会
で
は
、
「
「
チ
ョ
ー
サ
ー
に
お
け
る
イ
デ
ィ
オ
ム
の
形
成
」（
広

島
文
理
大
助
教
授
桝
井
迪
夫
氏
）C

haucer
Idiom

の
研
究
法
と
し
て
、
そ
の

m
ilieu

に
入
つ
て

intensive

に
考
究
す
る
方
法
と
、
歴
史
的
な

S
yntactical

な
方
法
と
挙
げ
そ
の
分
類
例
説
」
と
い
う
発
表
が
あ
っ
た
。

同
右

四
五
（
三
八
一
）
頁

176【
広
島

H
iroshim

a

ヒ
ロ
シ
マ
】

「
片
々
録
」
、
「
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
教
科

書
に
」

「John
H
ersey:

H
iroshim

a

が
わ
が
国
で
販
売
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は

本
欄
で
も
既
に
報
じ
た
が
、
今
学
期
か
ら
広
島
大
学
な
ど
八
大
学
で
教
科
書

に
な
つ
た
。
五
月
廿
三
日
の
朝
日
新
聞
は
こ
れ
に
つ
い
て
教
授
者
側
の
意
見

を
次
の
ご
と
く
伝
え
て
い
る
。「
中
大
の
野
崎
孝
教
授
は
採
用
の
理
由
を
『
生

き
た
現
代
ア
メ
リ
カ
語
を
教
え
、
こ
れ
に
よ
り
平
和
を
見
つ
め
た
い
気
持
ち

か
ら
』
と
い
ゝ
、
不
採
用
の
教
育
大
の
福
原
麟
太
郎
教
授
は
『
こ
の
講
義
は

約
一
年
か
ゝ
り
、
空
襲
で
人
が
殺
さ
れ
る
の
を
毎
時
間
教
え
る
の
は
辛
い
と

い
う
教
授
の
意
見
が
多
か
つ
た
』
と
語
つ
た
。
」
」

同
右

四
五
（
三
八
一
）
頁

177【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
福
原
麟
太
郎
氏

六
月
上
旬
、
郷
里
広
島
県
へ
帰
省
」
、
「
加
藤
正
男
氏

広
島
女
学
院
大
学
を
辞
し
、
青
山
学
院
大
学
教
授
。（
略
）
へ
転
居
。
」

九
月
一
日

九
七
巻
九
号

二
二
―
三
（
四
〇
六
―
七
）
頁

178【H
-bom

b
H
iroshim

a

】

乾
亮
一
「A

C
D

に
つ
い
て
」

「
戦
後
わ
が
国
に
輸
入
さ
れ
て
最
も
好
評
を
博
し
て
い
る
英
語
辞
典
にA

C
D

（
※T

he
A
m
erican

C
ollege

D
ictionary,

R
andom

H
ouse

）
が
あ
る
。（
中
略
）

H
-bom

b,
pinpoint

(v.,
adj.),

R
egent

style

な
ど
が
見
い
だ
さ
れ
な
い
の
は

selection
に
よ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
？
（
中
略
）
固
有
名
詞
に
は
日
本
に
関

係
し
た
も
の
が
非
常
に
多
い
（e.g.

D
ai

N
ippon,

A
ttu,

H
iroshim

a,
&
c.;

M
urasaki

no
[sic]

shikibu,
H
irohito,

Y
am
ashita

(T
om
oyuki)

(“T
he
T
iger

of
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M
alaya”),

T
ojo

(H
ideki),

&
c.

）
。（
後
略
）
」

同
右

四
四
―
五
（
四
二
八
―
九
）
頁

179【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
学
園
消
息
」

「
（
前
略
）
広
島
県
英
語
教
員
連
盟
は
六
月
九
日
、
広
島
大
学
に
お
い
て
総

会
を
ひ
ら
き
、
役
員
改
選
の
結
果
、
名
誉
会
長
に
小
川
二
郎
氏
、
会
長
に
飯

野
至
誠
氏
、
役
員
に
川
島
要
、
桝
井
迪
夫
、
松
本
鐘
一
、
越
智
英
二
の
諸
氏

が
選
ば
れ
た
。
ま
た
カ
ー
ル
ス
ン
博
士
と
植
木
松
太
郎
氏
の
講
演
と
中
野
丈

策
氏
に
よ
る
研
究
授
業
が
あ
つ
た
。（
後
略
）
」

同
右

四
五
（
四
二
九
）
頁

180【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
廣
瀬
は
ま
子
氏

広
島
女
学
院
院
長
に
八
月
就
任
の
予
定
」
、
「
池
田
計
三

氏

兼
ね
て
広
島
大
学
広
島
女
子
高
等
師
範
学
校
教
授
に
補
せ
ら
る
」
、
「
古

賀
頴
夫
氏

広
島
大
学
広
島
高
等
師
範
学
校
附
属
高
等
学
校
教
諭
に
補
せ
ら

る
」
、
「
松
木
卓
夫
氏

新
約
聖
書
口
語
体
改
訳
事
業
を
主
宰
す
る
た
め
広
島

女
学
院
院
長
を
辞
任
し
、
（
略
）
に
転
居
し
た
」
、
「
長
田
新
氏

広
島
大
学

教
授
に
補
せ
ら
る
」
、
「
櫻
井
役
氏

広
島
大
学
長
事
務
代
理
を
免
ぜ
ら
る
。

広
島
大
学
広
島
文
理
科
大
学
長
事
務
代
理
を
免
ぜ
ら
る
」
、
「
佐
藤
正
夫
氏

広
島
大
学
助
教
授
に
補
せ
ら
る
」
、
「
田
辺
昌
美
氏

広
島
大
学
広
島
高
師
教

授
と
な
る
」
。

一
〇
月
一
日

九
七
巻
一
〇
号

二
二
（
四
五
四
）
頁

181【atom
ic
w
eapons

】

「H
O
M
E
A
N
D
FO
R
E
IG
N
N
E
W
S:
B
R
IT
A
IN

B
U
IL
D
IN
G
A
T
O
M
IC
W
E
A
P
O
N
S

」

※
記
事
本
文
省
略
。

同
右

四
三
（
四
七
五
）
頁

182【
広
島
】

「
片
々
録
」
、R

.
F.

「
英
学
時
評
」

※
佐
伯
好
郎
のT

he
N
estorian

D
ocum

ents
and

R
elics

in
C
hina

（
学
位

取
得
論
文
）
の
第
二
版
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
と
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。

同
右

四
四
―
五
（
四
七
六
―
七
）
頁

183【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
石
堂
豊
氏

広
島
大
学
助
教
授
を
兼
任
」
、
「
桝
井
迪
夫
氏

広
島
大
学
広

島
高
師
教
授
を
兼
任
」
。

同
右

四
五
（
四
七
七
）
頁

184【
広
島
】

「
各
大
学
（
旧
制
）
英
文
科
講
義
題
目
」
、
「
広
島
文
理
科
大
」

※S
hakespeare:

M
acbeth

（
演
習
）
、
言
語
学
概
論
、
以
上
山
本
忠
雄
担
当
、

各
講
義
週
二
時
間
。B

lunden:
A
H
undred

E
nglish

P
oem

s

（
演
習
）
、

W
hitm

an:
L
eaves

of
G
lass

（
講
読
）
、
文
学
概
論
、
以
上
小
川
二
郎
担
当
、

各
講
義
週
二
時
間
。C

haucer:
C
anterbury

T
ales

(‘P
rologue’)

（
演
習
）
、

D
ryden:

A
ll
F
or
Love

（
講
読
）
、
以
上
桝
井
迪
夫
担
当
、
各
講
義
週
二
時
間
。

Shakespeare:
A
M
idsum

m
er-N

ight's
D
ream

（
演
習
）
、
英
国
劇
史
講
義
、

以
上
木
方
庸
助
担
当
、
各
講
義
週
二
時
間
。P

ater:
Im
aginary

P
ortraits

、

以
上
福
田
民
男
担
当
、
週
二
時
間
。

同
右

四
六
（
四
七
八
）
頁

185
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【A
tom
ic
A
ge

】

「
新
聞
雑
誌
英
学
一
覧
」
、
「
翻
訳
及
び
訳
注
」

※
「
時
事
英
語
研
究
（
八
月
号
）
」
に

“L
iving

in
an
A
tom

ic
A
ge”

[B
ertrand

R
ussel]

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。

一
一
月
一
日

九
七
巻
一
一
号

四
三
（
五
二
三
）
頁

186【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
日
本
英
文
学
会
中
国
四
国
大
会
」

「
第
四
回
大
会
を
十
月
二
十
日
（
土
）
、
二
十
一
日
（
日
）
の
両
日
、
広
島

大
学
広
島
文
理
科
大
学
（
広
島
市
東
千
田
町
）
に
お
い
て
開
催
の
予
定
。
（
後

略
）
［
日
本
英
文
学
会
広
告
］
」

同
右

四
五
（
五
二
五
）
頁

187【
広
島
】

「
各
大
学
英
文
科
卒
業
生
論
文
題
目
」
、
「
広
島
文
理
大
」

※
人
名
の
違
い
（

の
「
北
村
隆
司
」
が
こ
こ
で
は
「
地
村
隆
司
」
で
あ
る
）

167

を
除
け
ば
、

と
全
く
同
じ
内
容
で
あ
る
。

167

一
二
月
一
日

九
七
巻
一
二
号

四
四
―
五
（
五
七
二
―
三
）
頁

188【
広
島

長
崎
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
越
智
英
二
氏

本
年
三
月
十
一
日
、
田
中
ト
シ
エ
嬢
（
広
島
女
学
院
大
学

勤
務
）
と
目
出
度
く
結
婚
。
新
郎
は
広
島
大
学
広
島
文
理
大
助
手
。
住
所
は

（
略
）
」
、「
陳
崎
克
博
氏

広
島
高
師
附
属
高
校
・
中
学
教
諭
に
新
任
」
、「
武

居
正
太
郎
氏

長
崎
大
学
学
芸
学
部
に
新
任
」
。

一
九
五
二
年

一
月
一
日

九
八
巻
一
号

二
六
（
二
六
）
頁

189

【atom
bom

bs

】

「S
P
E
E
C
H
E
S
A
N
D
S
T
A
T
E
M
E
N
T
S:
G
IS
T
O
F
T
H
E

P
A
M
P
H
L
E
T
E
N
T
IT
L
E
D

“O
N
E
W
A
Y

O
N
L
Y
”
B
Y

A
N
E
U
R
IN

B
E
V
A
N
O
F
B
R
IT
ISH

L
A
B
O
U
R
PA
R
T
Y
,
L
O
N
D
O
N
1951.

」

※
文
中
に
、
お
そ
ら
く
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
や
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
事
件
を
念
頭

に
お
い
た
、
次
の
文
章
が
あ
る
。“A

w
ild
anti-C

om
m
unist

crusade,
to
be

conducted
by

every
m
eans

from
w
itch

hunts
to
atom

bom
bs,

is

preached
by
the
extrem

e
elem

ents
on
the
A
m
erican

R
ight.”

同
右

二
七
（
二
七
）
頁

190【
広
島
】

Y
.
F
.

「
英
学
関
係
諸
雑
誌
展
望
」

「
今
日
わ
が
国
で
出
版
さ
れ
て
い
る
英
語
・
英
文
学
関
係
の
雑
誌
の
数
は
か

な
り
あ
る
。
敗
戦
直
後
、
一
時
、
「
英
文
学
」
、
「
英
米
文
学
研
究
」
、E

nglish

と
い
う
よ
う
な
、
大
雑
誌
の
風
格
を
持
つ
た
諸
雑
誌
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
う
ぶ
声

を
あ
げ
た
頃
に
く
ら
べ
る
と
、
表
面
的
な
い
し
市
場
的
華
々
し
さ
は
な
い
が
、

そ
の
反
面
、
多
く
の
研
究
が
じ
み
な
各
種
の
学
術
雑
誌
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

上
記
三
誌
の
う
ち
、
広
島
か
ら
出
て
い
た

E
nglish

が
比
較
的
最
近
ま
で
続

い
て
い
た
の
だ
が
、
近
頃
消
息
を
絶
つ
た
よ
う
に
見
え
る
の
は
惜
し
ま
れ
る
。

他
の
二
誌
は
、
多
分
、
い
ず
れ
も
創
刊
号
だ
け
で
後
続
か
な
か
つ
た
。
（
後

略
）
」

同
右

三
一
（
三
一
）
頁

191【
原
子
爆
弾
】

矢
島
太
一
「
米
国
戦
略
上
の
新
動
向
（
世
界
の
中
の
日
本
）
」

※
朝
鮮
戦
争
の
経
験
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
思
想
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
、

そ
の
典
型
例
と
し
て
原
子
爆
弾
と
原
子
戦
略
爆
撃
の
こ
と
を
詳
細
に
論
じ
て

い
る
。
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同
右

四
三
（
四
三
）
頁

192【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
日
本
英
文
学
会
第
四
回
中
国
四
国
大
会
」

「
十
月
廿
日
廿
一
日
の
両
日
、
広
島
大
学
広
島
文
理
大
で
開
催
さ
れ
た
。（
後

略
）
」

※
発
表
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
っ
た
。
「‘T

he
N
ovel

in
C
ontem

porary

A
m
erican

L
iterature’

（
広
島
女
学
院
副
院
長M

iss
K
atherine

Johnson

）
」
、「
ク

リ
ス
テ
ィ
ナ
・
ロ
ウ
ゼ
ッ
テ
ィ
の
詩
の
本
質
（
広
島
女
子
短
大
大
原
八
三

雄
）
」
、「
詩
人
の
倫
理―

K
eats

の
場
合
（
広
島
文
理
大
研
究
科
輪
延
誠
司
氏
）
」
、

「P
honem

ics

（
広
島
高
師
吉
田
弘
重
氏
）
」
。
な
お
、
運
営
・
司
会
に
は
小
川

二
郎
や
「
広
島
大
学
の
田
辺
清
市
、
辻
茂
雄
、
雑
賀
忠
義
、
飯
野
至
誠
の
諸

教
授
及
び
広
島
女
学
院
大
学
教
授
湯
浅
初
男
氏
、
徳
島
大
学
教
授
浅
地
昇
氏

が
当
た
つ
た
」
と
あ
る
。

同
右

四
四
（
四
四
）
頁

193【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
カ
リ
ン
ズ
先
生
記
念
事
業
会
」

※
急
逝
し
た
元
広
島
文
理
大
・
高
師
の
講
師

C
ollins

の
遺
骨
が
京
都
に
埋

葬
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
卒
業
生
有
志
が
偲
ぶ
会
を
開
く
と
い
う

記
事
。同

右

四
四
（
四
四
）
頁

194【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
石
坂
一
雄
氏
（
広
島
文
理
大
卒
）
佐
賀
大
学
助
手
に
就
任
。
」

二
月
一
日

九
八
巻
二
号

三
九
（
八
七
）
頁

195

【
原
子
戦
】

「
高
等
科
和
文
英
訳
課
題
」

「
年
を
新
た
に
す
る
に
際
し
て
、
今
日
ほ
ど
、
人
間
が
真
に
人
間
的
で
あ
る

こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
秋
は
な
い
と
痛
切
に
思
う
。
そ
れ
は
、
世
界
の
殆

ど
す
べ
て
の
者
が
平
和
を
熱
望
し
、
祈
願
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い

ぜ
ん
と
し
て
、
原
子
戦
の
危
機
と
恐
怖
が
客
観
的
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
今
日
の
平
和
は
真
の
平
和
で
は
な
い
。
擬
制
平
和
で
あ
る
。

新
し
い
原
子
戦
の
準
備
が
こ
の
平
和
の
期
間
に
な
さ
れ
る
。
世
界
を
お
お
う

今
日
の
絶
望
的
な
、
虚
無
的
な
不
安
は
こ
う
し
た
現
実
か
ら
胚
胎
し
、
拡
大

し
て
き
て
い
る
。
（
「
改
造
」
新
年
号
）
」

同
右

四
四
（
九
二
）
頁

196【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
木
方
教
授
退
官
記
念
の
集
い
」

「
広
島
文
理
科
大
学
英
文
科
教
室
で
は
昭
和
廿
六
年
春
同
大
学
を
退
官
し
た

木
方
庸
助
博
士
の
功
績
を
た
ゝ
え
謝
恩
の
念
を
表
す
る
た
め
去
る
十
一
月
十

八
日
（
日
）
、
講
演
会
お
よ
び
謝
恩
茶
話
会
を
催
し
た
。
講
演
会
は
午
後
一

時
よ
り
文
理
大
二
号
教
室
で
ひ
ら
か
れ
、
小
川
二
郎
教
授
の
挨
拶
あ
つ
て
後
、

桝
井
迪
夫
氏
の
「
詩
人
チ
ョ
ー
サ
ー
の
心
」
と
木
方
博
士
の
「
一
人
の
道
」

が
あ
つ
た
。
（
中
略
）
木
方
博
士
は
明
治
廿
二
年
三
月
廿
一
日
岐
阜
市
に
生

れ
、
同
四
十
年
岐
阜
中
学
卒
業
、
同
四
十
五
年
広
島
高
師
英
語
科
卒
業
、
大

正
二
年
同
校
同
部
研
究
科
修
了
、
同
五
年
京
大
英
文
科
卒
業
、
同
八
年
京
大

大
学
院
修
了
、
同
九
年
松
山
高
校
教
授
と
な
る
、
同
十
二
年
海
外
留
学
、
昭

和
十
一
年
文
学
博
士
の
称
号
を
う
く
、
同
十
七
年
広
島
文
理
大
教
授
、
同
廿

六
年
三
月
退
官
、
現
在
は
神
戸
市
外
国
語
大
学
教
授
で
あ
る
。
」

四
月
一
日

九
八
巻
四
号

三
六
―
七
（
一
八
〇
―
一
）
頁

197
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【
原
子
戦

atom
ic

w
arfare

】

増
田
綱
（
担
当
）
「
高
等
科
和
文
英
訳
練

習
」

※

の
答
案
と
解
説
。

195
同
右

四
四
（
一
八
八
）
頁

198【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
カ
リ
ン
ス
氏
追
悼
会
」

※
「
（
前
略
）
去
る
二
月
廿
四
日
京
都
市
烏
丸
三
條
の
平
安
教
会
で
故
人
の

追
悼
会
が
取
行
わ
れ
た
。
当
日
は
多
数
の
参
会
者
が
あ
り
、
故
人
を
し
の
ん

で
広
島
高
師
校
長
桜
井
役
氏
ら
が
追
悼
の
辞
を
の
べ
、
広
島
文
理
大
・
講
師

の
教
え
子
を
代
表
し
て
、
小
川
二
郎
博
士
が
謝
恩
の
言
葉
を
霊
前
に
捧
げ

た
。
」五

月
一
日

九
八
巻
五
号

四
四
（
二
三
六
）
頁

199【
長
崎
】

「
片
々
録
」
、
「
古
賀
十
二
郎
氏
長
崎
名
誉
市
民
に
」

「
昨
年
十
一
月
三
日
西
日
本
新
聞
の
文
化
賞
を
う
け
た
老
英
学
者
古
賀
十
二

郎
氏
が
長
崎
名
誉
市
民
に
推
さ
れ
た
。
氏
は
本
年
七
十
二
歳
、
東
京
外
語
の

出
身
で
現
在
は
長
崎
市
の
郷
土
史
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
戦
災
に
遭
い

現
在
は
長
崎
県
大
村
市
に
不
自
由
な
仮
寓
生
活
の
う
ち
に
研
究
を
つ
ゞ
け
て

い
る
の
で
、
長
崎
市
で
は
古
賀
氏
顕
彰
会
を
結
成
す
る
運
動
を
起
す
一
方
、

氏
を
長
崎
博
物
館
名
誉
館
長
に
招
き
未
発
刊
の
オ
ラ
ン
ダ
語
原
典
の
「
出
島

日
記
」
の
翻
訳
を
完
成
し
て
貰
う
筈
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
（
春
雨
生
(20)

報
）
」

六
月
一
日

九
八
巻
六
号

四
四
（
二
八
四
）
頁

200【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
第
三
回
ア
メ
リ
カ
研
究
講
座
」

「
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
後
援
に
よ
る
「
ア
メ
リ
カ
研
究
講
座
」
は
今
夏

で
三
回
と
な
る
が
、
今
年
の
計
画
が
次
の
よ
う
に
発
表
さ
れ
た
。
講
座
は
六

月
三
十
日
か
ら
八
月
十
五
日
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
側
教
授
陣
の
う
ち
文
学
関
係

と
し
て
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
ミ
ラ
ー
博
士
が
加
わ
つ
て
い
る
。
日
本
側

は
東
大
ほ
か
各
大
学
の
教
授
が
加
わ
る
。
会
場
と
な
る
東
大
で
は
近
く
、
全

国
各
大
学
に
聴
講
者
募
集
を
よ
び
か
け
る
が
、
今
年
は
と
く
に
、
若
い
世
代

の
学
究
を
対
象
と
し
、
三
学
年
以
上
の
学
生
に
も
は
じ
め
て
聴
講
資
格
が
与

え
ら
れ
る
。
な
お
八
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
は
広
島
市
で
特
別
講
座
が

ひ
ら
か
れ
る
予
定
。
」

同
右

四
五
（
二
八
五
）
頁

201【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
和
田
三
郎
氏

広
島
県
教
育
主
事
よ
り
愛
媛
大
学
へ
転
任
」
、
「
山
本
忠
雄

博
士

三
月
末
を
以
て
広
島
文
理
科
大
学
を
退
官
、
四
月
よ
り
大
阪
女
子
大

学
教
授
に
就
任
。
関
西
大
学
及
び
大
阪
大
学
文
学
部
に
も
引
き
続
き
出
講
。

五
月
上
旬
よ
り
大
阪
外
国
語
大
学
で
特
別
講
義
を
す
る
筈
」
。

七
月
一
日

九
八
巻
七
号

四
五
（
三
三
三
）
頁

202【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
東
田
千
秋
氏

広
島
大
学
文
学
部
を
辞
し
、
大
阪
女
子
大
学
教
授
と
な
っ

た
」
、
「
辻
茂
雄
氏

広
島
大
学
皆
実
分
校
教
授
を
退
職
、
学
習
院
大
学
教
授

に
就
任
。
住
所
（
略
）
」
。

八
月
一
日

九
八
巻
八
号

一
（
三
三
七
）
頁

203【
広
島
】

「
沙
翁
劇
場
「
運
命
座
」
の
模
型
」
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「
五
月
中
旬
、
広
島
に
お
い
て
広
島
大
学
を
中
心
に
催
さ
れ
た

S
H
A
K
E
S
P
E
A
R
E

祭
（
「
片
々
録
」
英
学
時
評
を
参
照
）
に
出
陳
さ
れ
たF

ortune

T
heatre

の
模
型
で
あ
る
。
大
き
さ
は
実
物
の

1/25

縮
尺
で
、
美
事
に
出
来

て
い
る
。
か
ゝ
る
模
型
が
試
作
さ
れ
た
の
は
、
日
本
で
は
始
め
て
の
こ
と
で

あ
つ
て
、
そ
の
努
力
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
る
。
設
計
は
森
本
国
夫
氏
、
制

作
は
安
田
利
八
氏
。（
後
略
）
」

※
表
紙
（
一
頁
）
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

同
右

二
―
三
（
三
三
八
―
九
）
頁

204【
広
島

原
子
爆
弾
】

土
居
光
知
「
ふ
る
さ
と
」

「
（
前
略
）
村
（
※
土
井
の
郷
里
で
あ
る
高
知
県
十
市
村
）
の
小
学
校
へ
行
っ
て

み
る
と
、
細
川
氏
の
記
念
碑
が
新
し
く
建
て
ら
れ
て
い
た
。
細
川
氏
は
広
島

大
学
数
学
教
授
で
、
世
界
的
に
有
名
な
学
者
で
あ
つ
た
が
、
原
子
爆
弾
の
犠

牲
者
に
な
つ
た
。
碑
に
は
氏
が
幼
少
の
と
き
か
ら
実
行
し
て
き
た
座
右
銘
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
「
不
断
の
努
力
は
天
才
を
凌
ぐ
、
毎
日
三
時
間
の
勉
強
」
。

（
後
略
）
」

同
右

三
二
（
三
六
八
）
頁

205【atom
ic

w
eapons

】

「H
O
M
E

A
N
D

F
O
R
E
IG
N

N
E
W
S
:
U
.S
.

SC
IE
N
T
IST
S
PE
R
FE
C
T
N
E
W
E
L
E
C
T
R
O
N
IC
B
R
A
IN

」

※
ロ
ス
・
ア
ラ
モ
ス
研
究
所
の
科
学
者
た
ち
が
電
子
計
算
機

“M
aniac”

を

製
作
し
た
が
、
そ
の
性
能
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。“B

ut
som

e
of

the

problem
s
w
hich

it
w
ould

be
required

to
solve

in
atom

ic
w
eapons

developm
ent

w
ork

at
L
os
A
lam
os
laboratory

w
ere

so
com

plex
that

the

M
aniac

w
as
expected

to
take

20
hours

or
m
ore

to
w
ork

out
a
single

answ
er.”同

右

四
四
（
三
八
〇
）
頁

206【
広
島
】

R
.
F.

「
片
々
録
」
、
「
英
学
時
評
」

「
広
島
大
学
の
英
文
科
が
中
心
に
な
つ
て
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
祭
を
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
去
年
の
秋
か
ら
き
い
て
い
た
。
そ
れ
が
、
い
よ
い
よ
五
月
の
中

旬
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
招
か
れ
て
そ
れ
に
出
席
す
る
こ
と
が
出
来
た

の
は
幸
運
で
あ
つ
た
。
広
島
大
学
の
好
誼
を
深
く
謝
す
る
。
広
島
全
体
が
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
お
祭
を
し
て
い
る
よ
う
な
工
合
で
あ
つ
た
。
広
島
女
学
院

大
学
も
広
島
女
子
短
期
大
学
も
そ
の
企
画
に
加
わ
つ
て
、
み
ん
な
で
こ
の
お

祭
を
や
つ
て
ゆ
こ
う
と
い
う
心
持
ち
が
現
れ
て
い
る
の
は
気
持
ち
が
よ
か
つ

た
。（
後
略
）
」

※
こ
の
あ
と
、
佐
伯
好
郎
に
は
面
会
か
な
わ
ず
、
広
島
の
行
事
終
了
後
に
福

山
市
で
後
援
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
が
、
同
日
に
文
芸
春
秋
三
十
周
年
記
念
講

演
会
で
中
野
好
夫
（
他
）
が
話
を
し
て
い
た
と
い
う
記
述
が
続
く
。

同
右

四
四
―
五
（
三
八
〇
―
一
）
頁

207【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
広
島
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
祭
」

「
広
島
大
学
英
文
学
会
、
広
島
女
学
院
大
学
英
文
科
、
広
島
県
、
市
教
育
委

員
会
の
主
催
で
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
祭
」
が
五
月
十
七
・
十
八
日
の
両
日
開

催
さ
れ
た
。
行
事
は
、
講
演
会
、
資
料
展
示
会
、
記
念
演
劇
、
映
画
鑑
賞
会

な
ど
多
方
面
に
わ
た
つ
た
。
講
演
会
は
学
術
講
演
（
五
月
十
七
日
）
と
一
般
講

演
（
五
月
十
八
日
）
が
あ
つ
て
、
前
者
で
は
レ
ッ
ド
マ
ン
氏
の‘S

hort
S
peech’

福
原
麟
太
郎
氏
の
「
政
治
文
学
と
し
て
の
英
文
学
」
が
あ
り
、
後
者
で
は
福

原
教
授
の
「
外
来
文
化
の
問
題
」
が
あ
つ
た
。
資
料
展
示
会
は
広
島
大
学
図
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書
館
ホ
ー
ル
を
会
場
と
す
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究
資
料
展
示
と
、
広
島
ア

メ
リ
カ
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
英
国
風
物
資
料
展
示
及
び
文
化
映
画

が
行
わ
れ
た
。
記
念
演
劇
は
英
語
劇
「
リ
ア
王
」
が
五
月
十
七
・
十
八
の
両

日
に
三
回
公
演
さ
れ
た
。
広
島
文
理
大
、
広
島
大
、
女
学
院
の
学
生
が
出
演

し
た
。
映
画
鑑
賞
会
で
は
五
月
十
三
日
福
屋
名
画
劇
場
で
「
マ
ク
ベ
ス
」
と

「
バ
レ
リ
ー
ナ
」
が
上
映
さ
れ
た
。」

同
右

四
六
（
三
八
二
）
頁

208【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
吉
田
弘
重
氏

広
島
大
学
文
学
部
助
教
授
と
な
つ
た
。
」

一
〇
月
一
日

九
八
巻
一
〇
号

三
二
（
四
六
四
）
頁

209【
原
子
爆
弾

ヒ
ロ
シ
マ
】

N
.
R
.
T
.

「
現
代
詩
と
思
想
」

※K
im
on
F
riar,

“Politics
and

S
om
e
P
oets”

(N
ew
R
epublic,

July
7,
1952)

の
紹
介
。
記
事
中
に
、「
た
だF

riar

は
、
現
代
の
過
渡
期
は
小
さ
な
も
の
で
、

一
つ
の
文
化
が
動
揺
す
る
が
、
や
が
て
、
ま
た
、
立
ち
な
お
る
と
い
う
よ
う

な
も
の
で
な
く
、
大
爆
発
と
も
い
い
う
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。（
中
略
）

こ
の
場
合
、
キ
リ
ス
ト
教
自
身
も
、
必
ず
し
も
救
い
と
な
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う
の
が

F
riar

の
考
え
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
京
の
摂
理
の
到
来
を
告
げ

る
ハ
ト
は
ヒ
ロ
シ
マ
に
最
初
の
原
子
爆
弾
を
落
と
し
た
金
属
の
ハ
ト
に
よ
つ

て
、
空
か
ら
追
い
払
わ
れ
た
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。

同
右

四
二
（
四
七
四
）
頁

210【
原
子
爆
弾
】

S
.
K
.

「
鵠
沼
通
信
」

※
福
原
麟
太
郎
と
山
岸
徳
平
が
編
纂
し
た
『
ロ
ー
マ
字
で
引
く
国
語
新
辞
典
』

（
研
究
社
）
は
「
原
子
爆
弾
」
を
含
め
た
「
新
語
に
重
き
を
置
く
」
と
い
う

記
述
が
あ
る
。

同
右

四
四
（
四
七
六
）
頁

211【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
日
本
英
文
学
会
中
国
四
国
大
会
」

「
第
五
回
大
会
を
来
る
十
月
廿
五
（
土
）
廿
六
（
日
）
の
両
日
、
徳
島
大
学

学
芸
学
部
（
徳
島
市
南
常
三
島
町
）
に
て
開
催
の
予
定
。
研
究
発
表
希
望
者

は
発
表
題
目
及
び
内
容
梗
概
（
原
稿
用
紙
一
枚
程
度
）
を
広
島
文
理
科
大
学

英
文
学
研
究
室
宛
九
月
三
十
日
迄
に
必
着
す
る
よ
う
に
申
し
込
ま
れ
た
い
。

［
広
告
］
」

同
右

四
五
（
四
七
七
）
頁

212【
広
島

原
爆
症
】

「
片
々
録
」
、
「
学
園
消
息

広
島
文
理
大
英
文
学
研

究
室
」

「
広
島
罹
災
の
際
原
爆
症
の
た
め
逝
去
し
た
故
竹
中
利
一
氏
の
七
回
忌
を
迎

え
八
月
二
十
六
日
、
市
内
堀
川
町
永
照
寺
に
て
慰
霊
祭
を
行
つ
た
。
」

同
右

四
六
（
四
七
八
）
頁

213【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
個
人
消
息
」

「
田
辺
昌
英
氏

広
島
大
学
文
学
部
講
師
と
な
つ
た
。
」

一
一
月
一
日

九
八
巻
一
一
号

二
三
（
五
〇
三
）
頁

214【atom
ic
bom

b

】

「S
PE
E
C
H
E
S
A
N
D
ST
A
T
E
S
M
E
N
T
S
:
F
O
R
M
E
R
U
.

S
.
P
R
E
S
ID
E
N
T

H
E
R
B
E
R
T

H
O
O
V
E
R
'S

S
P
E
E
C
H

T
O

T
H
E

R
E
PU
B
L
IC
A
N
N
A
T
IO
N
A
L
C
O
N
V
E
N
T
IO
N
,
C
H
IC
A
G
O
,
JU
L
Y
8,
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1952

」

※
お
そ
ら
く
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
事
件
を
念
頭
に
お
い
た
、
以
下
の
文
言
が
あ

る

“A
m
erican

and
B
ritish

traitors
have

given
them

[the
C
om
m
unists]

the
atom

ic
bom

b.”

同
右

三
〇
（
五
一
〇
）
頁

215【
原
子
戦
争
】

大
島
文
一
「S

T
E
V
E
N
S
O
N

民
主
党
大
統
領
候
補
（
世
界

の
中
の
日
本
）
」

「
（
前
略
）
ス
氏
が
最
近
友
人
に
語
つ
た
と
伝
え
ら
れ
る
、
つ
ぎ
の
言
葉
を

十
分
味
わ
う
べ
き
で
あ
る
。
「
今
か
ら
何
年
か
の
後
、
米
国
が
ソ
連
と
対
決

す
る
日
が
き
つ
と
や
つ
て
来
る
に
違
い
な
い
。
私
が
大
統
領
に
な
つ
た
場
合
、

そ
の
時
に
つ
ぎ
の
二
つ
の
中
の
一
つ
を
選
ば
ね
ば
な
る
ま
い
。
一
つ
は
ソ
連

と
交
渉
す
る
こ
と
、
私
は
き
つ
と
対
ソ
援
和
的
だ
と
非
難
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

も
一
つ
は
断
乎
た
る
決
意
を
固
め
る
こ
と
で
あ
る
、
そ
う
し
た
ら
私
は
世
界

を
原
子
戦
争
に
引
つ
ぱ
り
こ
む
も
の
だ
と
非
難
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
」

同
右

四
二
（
五
二
二
）
頁

216【
広
島
】

喜
安
璡
太
郎
「
鵠
沼
通
信
」

※
水
死
し
た
大
阪
大
学
教
養
部
の
教
授
、
住
田
庄
次
郎
が
広
島
県
出
身
で
あ

る
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。

同
右

四
四
（
五
二
四
）
頁

217【
広
島
】

「
片
々
録
」
、R

.
F
.

「
お
願
い
」

「
私
事
に
亘
る
こ
と
で
誠
に
恐
縮
で
あ
り
ま
す
が
、
私
のC

onrad:
T
yphoon

&
The

N
igger

of
the

N
arcissus

英
文
学
叢
書
註
中
の
海
語
の
訂
正
を
し
て

下
さ
つ
た
、
も
と
大
阪
土
佐
堀
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
ス
商
会
機
械
部
に
い
ら
れ
た

塩
野
谷
米
吉
氏
、
お
よ
び
広
島
商
船
学
校
教
諭
で
い
ら
れ
た
高
橋
得
之
助
氏

の
御
消
息
を
う
か
ゞ
い
た
く
存
じ
ま
す
。
こ
の
た
び
三
十
年
ぶ
り
で
、Conrad

改
訂
版
を
出
す
は
こ
び
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
御
礼
を
申
し
上
げ
た
く

思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
」

同
右

四
五
（
五
二
五
）
頁

218【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
住
田
庄
次
郎
氏
逝
く
」

※
「
八
月
十
一
日
夜
、
夫
人
と
共
に
自
宅
前
の
万
代
池
で
舟
遊
中
不
慮
の
事

故
の
た
め
急
逝
し
た
」
大
阪
大
学
教
授
の
住
田
が
「
広
島
講
師
付
属
中
」
出

身
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。

同
右

四
六
（
五
二
六
）
頁

219【A
tom
ic

】

「
新
聞
雑
誌
英
学
一
覧
」
、
「
英
文
」

※
「
あ
る
び
よ
ん
（
九
月
号
）
」
に
「L

iving
in
the

A
tom
ic
A
ge
[T
etsuro

F
urukaki]

」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
二
月
一
日

九
八
巻
一
二
号

二
二
―
五
一
（
五
五
〇
―
七
九
）
頁

220【
広
島
】

「
英
語
英
文
学
研
究
業
績
一
覧
」

※
「E

N
G
L
IS
H
ST
U
D
IE
S
IN

JA
P
A
N
,
1951-1952

」
に
は
以
下
の
業
績

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「54.

‘

政
治
文
学
と
し
て
の
英
文
学’

福
原
麟
太

郎
（
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
記
念
祭
講
演
、
広
島
大
学
主
催

27.
5.

）
、「69.

「C
haucer

の
統
語
法
の
性
格
」
桝
井
迪
夫
（
「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」
）
」
、
「237.

「
ク

リ
ス
チ
ィ
ナ
・
ロ
ウ
ゼ
ッ
テ
ィ
の
世
界

―
―

社
会
観
と
女
性
観
」
大
原
三

八
雄
（
広
島
女
史
短
期
大
学
「
紀
要
」2

巻
）
」
、
「512.

「S
atan

の
創
造
」
福
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田
民
男
（

広

島

大

学

「

文

学

部

紀

要

」
）
」
。
ま
た
、
「IN

D
E
X

O
F

R
E
S
E
A
R
C
H
E
R
S

」
に
は
以
下
の
氏
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
福
田
民
男
（
広

島
文
理
大
）
、
大
原
三
八
雄
（
広
島
女
子
短
大
）
、
桝
井
迪
夫
（
広
島
文
理
大
）
、

吉
田
弘
重
（
広
島
文
理
大
）
。

同
右

八
六
（
六
一
四
）
頁

221【
長
崎
】

「
片
々
録
」
、
「
ス
タ
ー
キ
ー
女
史
へ
叙
勲
」

「
生
涯
の
大
半
を
日
本
の
女
子
教
育
と
伝
導
と
社
会
事
業
に
つ
く
し
四
十
二

年
の
日
本
生
活
を
終
つ
て
帰
米
す
る
ミ
ス
・
ベ
ル
ザ
・
フ
ロ
レ
ン
ス
・
ス
タ

ー
キ
ー
女
子
に
対
し
て
勲
四
等
瑞
宝
章
が
贈
ら
れ
た
。
女
史
は
明
治
四
十
四

年
廿
九
歳
で
来
日
、
長
崎
活
水
女
学
校
大
学
部
そ
の
他
に
教
え
た
。
戦
時
中

は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ヤ
の
日
本
人
収
容
所
で
日
本
人
に
奉
仕
し
た
が
、
戦
後
再

び
来
日
、
北
九
州
の
各
学
校
の
講
師
を
つ
と
め
た
外
、
引
揚
戦
災
者
困
窮
者

の
救
済
援
助
に
は
私
財
を
投
じ
て
つ
く
し
た
。
本
年
七
十
一
歳
。
（
松
井
康

秀
氏
報
）
」

同
右

八
七
（
六
一
五
）
頁

222【
広
島
】

「
片
々
録
」
、
「
宮
森
麻
太
郎
氏
逝
く
」

「
日
本
文
学
の
英
訳
と
し
て
海
外
に
も
知
ら
れ
て
い
る
宮
森
麻
太
郎
氏
は
去

る
十
月
二
日
東
京
品
川
の
自
宅
で
死
去
し
た
。
享
年
八
三
歳
。
氏
は
明
治
二

年
広
島
に
生
ま
れ
、
明
治
学
院
の
前
進
築
地
一
致
英
和
学
校
に
入
学
し
た
が
、

慶
応
義
塾
の
英
語
専
門
部
別
科
に
転
じ
た
。（
後
略
）
」

注

齋
藤
一
『
帝
国
日
本
の
英
文
学
』
人
文
書
院
、
二
〇
〇
六
年
。

1

一
八
九
八
年
四
月
に
創
刊
（
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
社
）
、
一
九
〇
一
年
一
一

2
月
よ
り
英
語
青
年
社
、
一
九
四
四
年
五
月
よ
り
研
究
社
が
発
行
所
と
な
り
現
在

に
至
る
。
二
〇
〇
九
年
四
月
よ
り
ウ
ェ
ブ
版
と
な
っ
た
。
英
語
英
米
文
学
界
の

代
表
的
雑
誌
の
一
つ
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
年
表
・
英
語
青
年
一
〇
〇
年
の
歩

み
」
を
参
照
せ
よ
（http://w

w
w
.kenkyusha.co.jp/uploads/03_w

ebeigo/sei-nen.

htm
l

[

二
〇
一
二
年
一
一
月
四
日
閲
覧
］
）
。
研
究
社
よ
り
復
刻
版
（
一
九
七
九

年
）
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
各
地
の
大
学
図
書
館
等
で
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
比

較
的
容
易
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
復
刻
版
の
電
子
化
は
さ
れ
て
い
な

い
。
な
お
、
こ
の
雑
誌
の
「
官
報
」
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
八
年
に
冨

原
芳
彰
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
今
日
の
本
誌
を
評
し
て
「
英
学
界
の

官
報
」
だ
と
言
う
人
が
あ
る
と
い
う
噂
を
き
い
た
（
中
略
）
本
誌
が
す
で
に
個

人
的
恣
意
を
超
え
た
客
観
的
存
在
と
な
つ
て
い
る
」
（
九
五
巻
四
号
四
四
〔
一

四
〇
〕
頁
）
。

こ
の
号
の
実
際
の
発
行
日
は
「

月
下
旬
」
（
一
六
〔
一
二
〇
〕
頁
）
で
あ

3

9

る
。『

英
語
青
年
』
の
「
編
集
後
記
」
。
編
集
者
（
福
原
や
成
田
）
の
「
英
学
時
評
」

4
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
・
人
事
情
報
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

二
〇
世
紀
に
お
け
る
日
本
の
英
米
文
学
語
学
界
の
実
態
を
知
る
た
め
に
は
非
常

に
便
利
で
あ
る
。

英
文
学
者
の
成
田
成
寿
。
な
お
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、

5
英
語
青
年
復
刻
版
刊
行
会
『
英
語
青
年
復
刻
版

総
索
引
』
（
研
究
社
出
版
、

一
九
九
九
年
）
を
参
照
し
た
。
以
下
同
様
で
あ
る
。

不
詳
。

6

Y
.F
.

（
あ
る
い
はF

.H
.R
.

）
は
英
文
学
者
の
冨
原
芳
彰
。

7

一
九
〇
四
年
か
ら
一
九
四
四
年
ま
で
『
英
語
青
年
』
の
編
集
や
発
行
等
に
関

8
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わ
っ
て
い
た
喜
安
璡
太
郎
。
明
治
末
期
以
降
の
英
学
史
に
非
常
に
詳
し
く
、
一

九
四
五
―
五
二
年
の
期
間
、
ほ
ぼ
毎
号
長
文
の
エ
ッ
セ
イ
を
執
筆
し
て
い
る
。

英
文
学
者
の
福
原
麟
太
郎
。
一
九
三
二
年
よ
り
事
実
上
『
英
語
青
年
』
の
編

9
集
を
行
っ
て
い
た
。

「
片
々
録

本
誌
の
月
号
」
に
は
「
本
号
は
二
月
一
日
発
行
の
予
定
の
と
こ
ろ

10
止
み
難
き
事
情
に
よ
る
印
刷
遅
延
の
た
め
三
月
一
日
発
行
と
な
つ
た
」
（
三
一

〔
九
五
〕
頁
）
と
あ
る
。
一
九
四
七
年
は
発
行
月
日
と
号
数
が
ず
れ
て
い
る
。

注

を
参
照
。

11

7
一
九
四
七
年
頃
か
ら
「
普
通
和
文
英
訳
練
習
」
や
「
高
等
科
和
文
英
訳
練
習
」

12
に
継
続
し
て
投
稿
し
、
「
読
者
ク
ラ
ブ
」
に
も
寄
稿
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
以

外
は
不
詳
。
た
だ
、
こ
の
投
稿
者
が
明
ら
か
に

A
-bom

b

を
意
識
し
た
ペ
ン
ネ

ー
ム
を
使
い
続
け
た
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
。

第
九
四
巻
九
号
三
二
（
二
八
八
）
頁
、
同
巻
一
〇
号
三
二
（
三
五
二
）
頁
、

13
九
六
巻
九
号
四
〇
（
三
九
二
）
頁
に
同
様
の
広
告
が
あ
る
。

第
九
四
巻
一
二
号
三
二
（
三
八
四
）
頁
に
同
様
の
広
告
あ
り
。

14

お
そ
ら
く
田
辺
昌
美
で
あ
ろ
う
（

を
参
照
）
。

15

180

記
事
中
に
名
前
が
あ
る
大
塚
保
男
で
あ
ろ
う
。

16

不
詳
。

17

ア
メ
リ
カ
文
学
者
の
高
村
勝
治
。

18

同
様
の
広
告
は
九
七
巻
四
号
四
八
（
一
九
二
）
頁
、
同
巻
五
号
四
八
（
二
四

19
〇
）
頁
、
同
巻
八
号
四
八
（
三
八
四
）
頁
、
九
八
巻
六
号
四
八
（
二
八
八
）
頁
、

同
巻
一
〇
号
四
八
（
四
八
〇
）
頁
に
も
あ
る
。

不
詳
。

20※

本
稿
は
、
第
三
九
回
原
爆
文
学
研
究
会
（
二
〇
一
二
年
七
月
七
日
）
に
お
け

る
筆
者
（
齋
藤
）
の
口
頭
発
表
「
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